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  第１章 主の解放とイエスの証し


  最近極東を訪問した時、私はある神の僕から、私たちが最初に出版した小著の影響と価値について知らされました。その小著は長らく絶版になっていたものです。不思議なことに、「この冊子を再刷できないでしょうか？」という問い合わせが、最近別の方面からも寄せられました。その冊子を読み返してみると、今だったらそのまま同じ文章では出版しないだろうと思われる箇所もいくつかあるものの、今なお新鮮な箇所が多くあるように思われますし、初版発行から三十年たった今でも、この時代に対するメッセージをよく伝えているように思われます。


  そこで、論説あるいは社説の短い連載で、そのいくつかの章の内容を示すことにしたいと思います。その本の名前は


  主の解放


  です。以下はその第一部です。


  



  イザ六一・一～三（レビ二五・十）：ルカ十二・四九、五〇、四・十八、十九：使二・一


  



  「主なる神の霊がわたしの上におられます。柔和な者に福音を宣べ伝えるように、わたしに油を塗られたからです。主はわたしを遣わして心の砕かれた者をいやし、捕らわれ人には自由を、縛られている者には獄屋からの解放を告げ知らせ、主の受け入れる年とわたしたちの神の報復の日とを告げ知らせ、また、すべての悲しむ者を慰め、シオンの中の悲しむ者に喜びを与え、灰にかえて美しさを、悲しみにかえて喜びの油を、重苦しい霊にかえて賛美の衣をお与えになります。こうして、彼らは義の木々ととなえられ、主がその栄光を現すために植えられた者ととなえられます。」


  「その五十年目を聖別して、国中のすべての住民に自由を布告しなければならない。この年はあなたたちにはヨベルの年であって、あなたたちは各々その所有の地に帰り、各々その家族に帰らなければならない。」


  「わたしが来たのは地に火を投じるためです。その火がすでに燃えていたなら、わたしはどうしましょうか？しかし、わたしには受けるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど苦しむことでしょう！」


  「主の霊がわたしの上におられます。貧しい者に福音を宣べ伝えるように、わたしに油を塗られたからです。主はわたしを遣わして、心の砕かれた者をいやし、捕らわれ人には解放を、盲人には視力の回復を告げ知らせ、圧迫されている者に自由を得させ、主の受け入れる年を告げ知らせます。」


  「ペンテコステの日が満ちた時、彼らはみな一つ心で一つの場所にいた。」


  



  「使徒の働き」として、また時には「聖霊の働き」として知られているこの書は、まさに「イエス・キリストの解放」という名で呼ぶことができるでしょう。


  イエス・キリストの解放


  ルカはこの書を、前に記した、イエスが行い始め、また教え始められたことの記録から始めます。これは、ルカの今の主題と目的がその続きであることを意味します。しかし、なんという変わりようでしょう！以前の諸々の活動は時間的にも空間的にも制限されており、せいぜいシリヤの地の数マイル四方しか網羅していませんでした。遠くで力が現れたわずか数例を除けば、偏在性はほとんど限られていました。活動や教えは、一つの国と言葉の民に、ほぼ完全に限られていました。次に、外からの促し、説得、励ましにより、彼はご自身の願いが成就されるようにされました。彼は、霊的に生かされていない人の鈍い心にご自身の霊的な富を与え、確信させるのに必要な説明や理由を与えられました。それから、終局がいかなる形を取るのかについてとてもゆっくりと解き明かし、目をさまさせることが必要でした。それは、内輪の者たちにさえあった個人的野心を抑えるためでした。彼が前進しようとするたびに、高ぶり、野心、疑い、悪意、自己主張、自信、自己実現、自己防衛が、まるで有刺鉄線のように彼にからみつき、彼を傷つけました。「万物の相続者」として世界の主権は自分のものであることを彼は最初からずっとご存じでしたが、彼には枕するところもありませんでした。「弱さを通して十字架につけられる」ことが彼の分でした。


  なんという変わりようでしょう！今や、彼はすべての鎖を払い落とされました。時間と空間は、もはや彼の上に何の力もありません。地理、物質的事柄、サタン、悪鬼ども、人々、国家、数々の王座は、すべて完全に彼によって取り払われました。今、内なる力により、あらゆる威嚇や危険にもかかわらず、男たちや女たちは御名の栄光を求める情熱を帯びて四方に出て行きます。今、「肉にしたがって」知った歴史的人物としてではなく、圧倒的な内なる啓示により、御霊にしたがって彼を知ります。かつては恐ろしくて受け入れられなかったつまずきの十字架が、今ではすっかり彼らの栄光です。今、非難を耐えることにより高ぶりが除かれ、無私無欲の犠牲が野心に取って代わり、力づける強力な信仰――彼ら自身のものではありません――が疑いを消し去ります。彼らは御名のために自分のいのちを喜んでささげ、あらゆる損失を被ります。


  戦略的一撃により、彼は「天の下のあらゆる国民」を代表する群衆と共に開始されます。この火が不自然な人為的機関なしに広がる様子をご覧なさい。


  紀元三三年、数人のガリラヤの漁師がエルサレムで言論の自由を求めていましたが、貧しい無学な輩として厳しい取り扱いを受けました。


  パウロが亡くなった年、この問題はどうなっていたでしょう？エルサレムに、カイザリヤに、アンテオケとシリヤ全土に、ガラテヤに、エペソ、サルデス、ラオデキヤと小アジヤ西岸全域に、ピリピ、テサロニケ、アテネ、コリント、ローマ、アレキサンドリヤに、ギリシャの島々や本土の主だった町々に、西ローマの植民地に、諸教会があったのです。


  悲しい対比


  この征服の記録には無い意義深い点がいくつかあります。宣教運動を組織するのを、私たちは全く読まないのです。


  費用、時間、金銭、力のかぎりを尽くした、代表団、講師や講義、展示、訴え、広告などのようなもの――これはみな、救われていない魂への関心をクリスチャンたちに持たせるためです――は全く影も形もありません。遠く離れた地で神がなさったことに関する報告は、決して宣伝や唱道などの方法にはよりませんでした。私たちの見るかぎり、知性に訴える統計、感情に訴える悲劇的な煽動的物語、意志に訴える促しや駆り立ては、ここには全くありませんでした。それは第一に御霊からであり、魂からではありませんでした。この順序を逆転させようとすることが、今日のおびただしい弱さや挫折の理由であることは間違いありません。


  一般的に言って、今日、教会の世界宣教というこの問題は復活以前の立場の上にあります。主はご自身によって制限されているのではなく、ご自身の民によって制限されているのです。


  一方において、働き人が必要です。なぜなら、人類の約半分はキリストを知らないからです。他方、働き人たちは出かける用意ができているのですが、彼らを送り出す手だてがないことがしばしばです。さらに悲劇的な三番目の状況は、出かけた人の多くが霊的に挫折する状況であり、至る所に見られます。そのため、「回心者たち」は正真正銘上から生まれておらず、子とする御霊も内側に真に住んではおられません。悪鬼の勢力が依然として支配し、攻撃しています。教育や土着化などにより、ゆっくりと「キリスト教」を定着させる方針が取られています。これは妥協の産物であり、真の再生という基礎に基づいて働くことに失敗したためであり、この失敗とその実際的意味を正直に認めた結果です。最終的に、多くの人が確信を失って帰郷することになります。


  こうしたことはみな、新約聖書の精神や経験とは正反対であるにちがいありません。この二つの水準、新約の水準とそれ以降の大方の水準とを、仔細に区別することは難しくありません。しかし、それよりも大切なのは、昔のあの栄光の秘訣を示すことです。


  私たちは確信していますが、「昨日も、今日も、いつまでも同じ」御方は、この時代の終わりに至るまで、御業をこれと同じ水準に保つことを願っておられますし、実際に保つことができます。また、この世界の一部の地域では、初めの頃と非常に似通った形でそれが起きています。


  ここで次に、「キリストのからだである教会」における、復活した主の御業の性質に対する探求が始まります。


  最初の問いは、「当初のこの自然な世界制覇の概念、動機、原動力を示す句が何かあるのだろうか？」という問いです。


  そのような句があると思います。その句とは、「イエスの証し」です。


  イエスの証し


  これが当時と同じように人々をとらえるとき、すべてが生じます。これを調べることにしましょう。


  「神の言葉とイエス・キリストの証しを証しした。」（黙一・二）


  「私は、神の言葉とイエスの証しのゆえに、パトモスと呼ばれる島にいた。」（黙一・九）


  「私は祭壇の下に、神の言葉のゆえに、また自分たちが持っていた証しのゆえに、殺された人たちの魂を見た。」（黙六・九）


  「龍は女に対して怒り、彼女の子孫の残りの者たち、すなわち、神の戒めを守り、イエスの証しを持っている者たちと戦うために出て行った。」（黙十二・十七）


  「私は、あなたや、イエスの証しを持っているあなたの兄弟たちと同じ僕です。」（黙十九・十）


  「私は、イエスの証しのゆえに首をはねられた人たちの魂を見た。」（黙二〇・四）


  「キリストの証しがあなたたちの中で確かなものになったからです。」（一コリ一・六）


  「わたしについてのあなたの証しを、彼らは受け入れようとしないからです。」（使二二・十八）


  「あなたたちに対する私たちの証しを、あなたたちが信じたからです。」（二テサ一・十）


  「ですから、私たちの主の証しを恥じてはなりません。」（二テモ一・八）


  「あなたたちはわたしの証し人となるであろう。」（使一・八、「証し」のギリシャ語と同じ語根）


  「一人が、私たちと共に証し人となるべきです。」（使一・二二）


  「このイエスを神は復活させました。私たちはみな、このことの証し人です。」（使二・三二）


  「死人の中から復活させました。私たちはそのことの証し人です。」（使三・十五）


  「すべての人にではなく、証し人にです。」（使十・四一）


  「使徒たちは大いなる力で主イエスの復活を証しした。」（使四・三三）


  「彼らは、小羊の血のゆえに、また彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。」（黙十二・十一）


  これらの節の光の中で新約聖書を読むなら、次のことがはっきりとわかります。すなわち、新約聖書が語っている際立った物語は、証しの物語なのです。そこで、「この証しとは何だったのか？」という問いが残ります。積極的な答えへの道を開くため、この「証し」が何ではなかったのかについて述べる必要があります。


  １．「イエスの証し」は教えではなかった


  使徒たちは「イエスの教え」を持って世界に出て行った、という議論や主張の根拠となるものはこの物語の中には全くありません。彼らは新しい教理や真理の体系を広めたわけではありません。教えはその証しを受け入れた結果であり、その内容の説明がその受容に続きました。そして、教えは信者だけのためでした。教えは結果であり、原因ではありませんでした。彼らが常に行っていたことの大半は、自分たちの証しを聖書から実証することであり、キリストのパースンに関する特定の事実を確証することでした。


  ２．「イエスの証し」は新たな宗教ではなかった


  「キリスト教」は、他の宗教と対抗したり並存するために設けられたわけではありませんし、「比較の対象」とされたわけでもありませんでした。しばらくしてから、使徒たち自身、自分たちの証しの意味に気づく人たちもいました。この証しは、彼らをユダヤ教から解放するという問題をはらんでいたのです。その変化は大きなものでしたが、最初彼らは自分たちの「宗教」の外に連れ出されたことに気づいていませんでした。後に彼らは、自分たちが外にいること、自分たちの偏見にもかかわらず委任されていることを見いだしました。困惑する経験によってこれが事実となった後、彼らは自分たちの考えや議論を対処しなければなりませんでした。コルネリオの家でのペテロや、使徒の働き十、十一、十五章などの出来事を見てください。


  ３．「イエスの証し」は新たな「運動」ではなかった


  何の計画も立てられませんでした。何の方針もありませんでした。組織は全くなく、後で承認される必要があったものは、当惑せずにはいられないその活力のゆえに認めざるをえませんでした。ですから、とても単純でした。


  手の込んだ宣伝はありませんでした。新しい協会、教派、「教会」、団体の設立、立ち上げ、形成、生成、創設は、念頭にありませんでした。彼らはそのようなことを始めませんでした。しかし、彼らの証しは信じたすべての人たちに際立った特徴を与えました。そして、外部の人たちは彼らにレッテルを貼り、その動機や目的を誤解しました。その際立った特徴とはいのちでした。


  では、「イエスの証し」とは何だったのでしょう？


  それはもっぱら、ある事実の宣言、確認でした。その事実とは


  死者の中からの復活によって確立され、証明された、神の御子であるイエス・キリストの普遍的な統治権と主権


  です。


  この証しには二つの面があります。一つは客観的な歴史的事実です。これに関しては多くの確かな証拠がありましたが、その正しさが「キリストのからだである教会」の中で――そのすべての肢体や、そのあらゆる活動において――聖霊によるこの復活の力によって実証されました。このいのちはキリストにおいて罪、死、地獄、サタンを征服し、キリストを「最も低い所」から「あらゆる天を遙かに超えた」所にもたらしましたが、このいのちが天から送られた聖霊によって人々の内に植え付けられたのです。


  ですから「イエスの証し」とは、イエスは宇宙的に勝利して生きておられるということであり、また教会はこの真理の「柱」（または記念碑）であるということです。教会は、このいのちの容器であるキリストの復活のからだであり、キリストの復活の力で満たされ、聖霊によって治められています。


  イエスの証しとはつまりいのちです――彼のいのちです。生活様式ではなく、活気に満ちた無限の力です。破壊できず、抵抗できない、不朽のものです。それは活気に満ちた力であり、主イエスを信じることを進んで願う人のいる所ではどこでも、霊的に死んでいる人たちに伝達されるものです。


  このいのちは古い鋳型、伝統という「皮袋」、疲弊した組織、人が造り出した秩序や形式を破裂させます。


  このいのちは、かつて神により起こされて大いに用いられたけれども生けるものではなくなってしまい、今では過去の遺物にすぎないものをも取り除きます。ここではユダヤ教ですら意味がなくなります。イエスの証しは捕らわれ人を解放します。そして、その力によって発せられる言葉は、「わたしの民を去らせよ」という抗いえない要求です。「復活であり、いのち」である御方がその教会を通して命じられる時、ラザロは出てこなければなりません。このいのちは、「このからだ」の中におられる復活した主から、永遠の御霊によって流れ出ます。このいのちこそ、世界宣教とイエスの証しを推進する力です。


  新約聖書の中には、働き人や宣教士を求める訴えの例は全くありません。そうしたことはせいぜい、貧弱な代替物や必要にすぎません。聖霊が真に満ちていて、そのいのちが現されている時、聖霊は「わたしのために……を選び分けて、わたしが召した働きに当たらせなさい」と言って、すべての働きや働き人の間で主導権を握られます。


  新約聖書では聖霊を受けることに大きな重点が置かれています。聖霊は宇宙的主権者である主――「万物の相続者」――の霊です。聖霊の使命は世界大であり、宇宙的です。世界的な幻、世界的な情熱、世界的な召命は、聖霊の主権が内側に確立されることから必然的に直ちに生じる結果です。これ以外にはありえません。それでは、これがこんなにも多くの人にとって自然なものではないのはどういうことでしょう？なぜ、主の民は心をこめてひたすら語って、この証しを広めないのでしょう？これもまた、使徒の働き十九章二～五節の問題と同じなのでしょうか？


  代価が妨げとなって、御霊を消しているのでしょうか？代価が必要です。新約の証し人たちが「証し」を携えて赴いた所では、必ず敵――龍――が戦いを仕掛けました。戦いを仕掛けるのは敵の方でした。なぜなら、敵は一大敗北者となることが定められていたからです。それは主権を巡る戦いでした。それは敵の不承不承のあいさつであり、意図せざる祝辞でした。地獄を怒らせ、恐れさせる何かを、証し人たちは代表し、所有していたのです。


  この時代における主の御旨と方法は、すべての地で二人または三人の人を復活の中でご自身と一つにし、「救われつつある人たちを彼らに加える」ことです。


  大事なのはいのちの増加であって、勧誘や「呼び物」や宣伝ではありません。真の証しがなされる時、ここでもまた聖霊が主導権を握られます。


  現在の最大の必要は、聖霊により、キリストの復活の力をもって、主の民を再び力づけることです。どうかこれが速やかに実現されますように。そして、いのちのために、真の生けるイエスの証しのために、必要ならあらゆるもの――伝統、組織、一般受け、形式や型、偏見、個人的関心、評判、威信、妥協、他人の意見、策略など――が犠牲にされますように。そうすれば、主の解放が再び実現されて、その火が新たに撒き散らされるでしょう。


  



  第２章 あらゆる国でこの証しが始まる出発点


  前号では、「イエスの証し」の性質について特に強調しました。私たちは偉大な、客観的、歴史的事実を見ました。その事実とは、イエスは死者の中から復活して、至高の主権と栄光の地位につかれたことです――この事実は多くの確かな証拠によって示されました――そして、この客観的事実には主観的事実が伴いました。すなわち、この事実は彼の「証し人」である人々の内側に造り込まれていたのです。この同じ主イエスは、聖霊により、彼らにとって内なる実際となりました。そして、この内なる事実はいのちとして現されました。そのいのちは、「永遠のいのち」、復活のいのち、死に勝利するいのちであり、聖さ、力、自発性、大能、持続性、豊穣さに満ちた神聖ないのちでした。実際、それは主イエスのパースンであるいのちでした（一ヨハ一・二：五・九～十三、二〇：使一・八、二二：二・三二、三六：三・十五：四・三三：五・三〇、三二：十・四〇～四二：十三・三〇、三七：ロマ一・四参照）。


  「このいのちが現れました。このいのち、永遠のいのちを私たちは見て、その証しをし、かつ、あなたたちに告げ知らせます。この永遠のいのちは、御父と共にいましたが、私たちに現されたのです。」（一ヨハ一・二、改訂訳）


  「私たちは人々の証しを受け入れますが、神の証しはさらに偉大です。なぜなら、神の証しとは、すなわち、御子についてなさった証しだからです。神の御子を信じる者は、この証しを自分の内に持ちます。神を信じない者は、神を偽り者とします。なぜなら、神が御子についてなさった証しを信じないからです。その証しとは、すなわち、神が私たちに永遠のいのちを賜ったこと、そしてこのいのちが御子の中にあることです。御子を持つ者はいのちを持ち、御子を持たない者はいのちを持ちません。これらのことをあなたたちに書き送ったのは、神の御子の御名を信じるあなたたちに、永遠のいのちを持っていることを知らせるためです。（中略）また、神の御子が来て、真実な御方を知る理解力を私たちに与えてくださったことも、知っています。私たちは真実な御方の中におり、御子イエス・キリストの中にあります。この御方は真の神であり、永遠のいのちです。」（一ヨハ五・九～十三、二〇、改訂訳）


  「しかし、聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤ全土、さらに地の果てまで、わたしの証し人となります。（中略）ヨハネのバプテスマから始まって、彼が私たちを離れて天に上げられた日に至るまで、共にいた者たちの中から、私たちと共に彼の復活の証し人とならなければなりません。」（使一・八、二二）


  「このイエスを神はよみがえらせました。私たちはそのことの証し人です。（中略）ですから、イスラエルの全家は、このことをしかと知りなさい。あなたたちが十字架につけたこのイエスを、神は主ともキリストともされたのです。」（使二・三二、三六）


  「この方を神は死者の中からよみがえらせました。私たちはそのことの証し人です。」（使三・十五）


  「そして、大いなる力をもって使徒たちは主イエスの復活を証しした。そして、大いなる恵みが彼ら全員の上にあった。」（使四・三三）


  「彼を神はご自身の右に高く上げて、君主とも救い主ともされました。それは、イスラエルに悔い改めと罪の赦しを与えるためです。私たちはこれらのことの証し人です。神がご自身に従う者に賜った聖霊もそうです。」（使五・三一、三二）


  「彼を神は三日目によみがえらせ、すべての人にではなく、あらかじめ神によって選ばれていた証し人である私たちに現してくださいました。私たちは、彼が死者の中から復活された後、彼と共に食べ飲みしました。それから、この御方が生者と死者の審判者として神に定められた者であることを、人々に宣べ伝え、また証しするようにと、彼は私たちに命じられました。」（使十・四〇～四二）


  「しかし、神は彼を死者の中からよみがえらせました。彼は、ガリラヤからエルサレムへ一緒に上った人たちに、何日もの間現れ、そして、彼らは今や、人々に対して彼の証し人となっています。（中略）しかし、神がよみがえらせた方は、朽ち果てることがなかったのです。」（使十三・三〇、三一、三七）


  「この方は、聖なる霊によれば、死者からの復活により、御力をもって神の御子と宣言されました。これが私たちの主イエス・キリストです。」（ロマ一・四、改訂訳）


  イエスのパースンに対するこの証しは彼のいのちの力であり、その「肢体たち」の中で、また彼らを通して、聖霊によりなされます。


  あらゆる国でこの証しが始まる出発点


  目下の主題は、これが経験や奉仕において何を意味するのか、特に国々の間における証しの今日の目的に関して何を意味するのかをさらに示すことです。かりに比較や対比を行って問題を指摘したとしても、それは批判精神によってではありませんし、ましてやあら探しの精神によってでもありません。また、誠実な献身的働きに対して感謝や敬意に欠けているわけでもありません。たとえ神にとってわずかしか価値がない働きでも、私たちの言葉がそれに影を落とすようなことがあってはなりません。私たちには一つの重荷――時として圧倒的なまでの重荷――があります。その重荷は、周囲に見られる霊的効率の悪さ（一部しか役に立たないか、全く役に立たない）や、神の目的と方法に関して流布しているひどい誤解や混乱のためです。この主題を追求するのは、全く霊的で即時的な直接的効力が必要とされているからです。


  真実な勝利の生活と奉仕をすべて網羅する土台・背景をもう一度述べましょう。それは十字架につけられたキリストのパースン――キリストは神であり、絶対的主権の御座についておられます――の啓示と、この客観的事実が聖霊によって生活の力、心の情熱となることです。


  多くの僕たちを通して多くの地域でなされた征服の偉大な記録の背後にあるのは、この効力です。これが背後にあるなら、「外国」宣教団や他の宣教団の支援は不要です。そのような支援は不毛である、というわけではありません。なぜなら、神はそれを通して訪れてくださったからです。しかし、それに要する労力と費用の多さは霊的衰退のしるしであり、主の誉れを巻き添えにした束縛の体系の特徴です。歴史から説明するなら、この意味を最もよく説明できるでしょう。


  現代の注目すべきいくつかの例


  主イエスを世界に証しするうえで真に効力を発揮して実を結んだ運動や人々の記録が、私たちの前にあります。


  ここに、モラビア宣教団全盛期の驚くべき物語があります。彼らは最初の二十年間で、全プロテスタント教会が二百年かけて送り出した宣教士よりも、多くの宣教士を実際に送り出しました。彼らは閉ざされた地にも入り込み、その領域を網羅し、喜んで苦しみを耐え忍び、そのような人生を送っていのちをささげました。神の恵みが現されました。これを読むと、驚きと恥ずかしさを覚えます。ある人は言いました、「もしプロテスタント教会のメンバーがこれと同じ割合で宣教士として出かけていれば、外国で働く四十万の働き人の軍隊が出来上がっていただろう。この数は、世界を福音化するのに必要だと考えられている数を圧倒的に上回るものである」。


  紙面が足りないので、残念ながら、この凄まじい物語のページを引用することは控えます。しかし、その原因は何だったのでしょう？


  第一に、十字架がこの人々の存在中にとても深く造り込まれていました。彼らの国は虐殺によって流血の地になりました。彼らは自分の家を追われました。迫害によって、彼らの人口は三百万から百万に減少しました。まさに、全く絶滅させられてしまうかのような時もあったのです。この苦難の火の中から、火によって清められた群れが起こりました。彼らの身中には別の火が燃えていました。それは、主イエスを愛する情熱的な愛の炎でした。集会を持つことが後で可能になった時、この兄弟たちの集会は「上の部屋」の雰囲気で満ちていました。「自己のあらゆる形――自己意志、自己愛、自己利益、自己追求――は完全に除かれなければならない」という契約が結ばれました。霊の中で貧しくあることを彼らは追い求め、聖霊から教わることに皆が没頭しました。昼も夜も燃え続ける祈りの見張りが設けられ、交代制で一日丸二十四時間主を追求することにあてられました。「ほふられた小羊のために、彼の苦難の実を勝ち取ろう」が彼らの採用した標語でした。


  このこと自体が証拠です。ここでは、内側深くに造り込まれた十字架の御業が、主イエスに対する力強い個人的な愛という結果になりました。個人的考慮はなくなり、何の説得も必要ありませんでした。「教会――救われた人の群れ――がキリストにある神の情熱と愛の中に深くバプテスマされていないせいで、数百万もの魂が暗闇と死の中で苦しんでいる」と言う時、それは真実を言い当てているのではないでしょうか？


  中国内地宣教団は神の方法を何かしら示している記念碑です。それはキリストとの合一の生ける実際を大いに示してきました。ハドソン・テイラーは中国内地に対するビジョンと情熱を持っていました。それにもかかわらず、これは有名な話ですが、彼は様々な国で各地を巡ってクリスチャンの集会を開いた時、中国についてほとんど何も言わなかったのです。全く話さないこともしばしばありました。彼は霊的なメッセージをひたすら注ぎ出して、キリストとの合一の意義に関するより豊かな知識の中に主の民をもたらしました。主とのこの交わりの中で中心的な最高の地位にあったのは、祈りの普遍的有効性でした。


  彼の話を聞いてください。「この神の御言葉の研究で私が学んだことは、成功する働き人を得るのに必要なのは、助けを求める仰々しい訴えなどではなく、神への熱心な祈りと（中略）教会の霊のいのちを深めることである、ということだった。そうするなら、人々は家にとどまっていられなくなるのである」。


  この働きの内的歴史――元々の霊的背景――を数語で表現しようとするなら、「それは組織、支援、宣伝、訴え、広告の問題ではなかった」と言うべきでしょう。この働きは、神を知る深い知識を持つ一人の人にかかっていたのです。この人は内側深くに造り込まれた十字架の御業から生まれ、生ける霊的なメッセージを主の民にもたらしました。そのメッセージは主にあるきわめて豊かないのちについてであり、祈りを通してそのようないのちを実際に活用することについてでした。


  ハドソン・テイラーは、系統的に真理を示す類の「教師」ではありませんでしたし、世間一般の偉大な「聖書教師」像とも異なっていました。彼のメッセージは直ちに二つの結果を生じさせました。第一に、信者を主との関係の中にもたらしました。次に、この関係から実際に生じる祈りや他の数々の奉仕により、そのような特別な働きがなければ福音を受ける機会がなかった人々に福音を届けました。ハドソン・テイラーの生涯（したがって、その宣教団の歴史も考えなければなりません）は、ある時点から、主との合一の真の意義をいっそう深く現し始めました。これは、彼の「いのち」誌第二巻に記されている、彼の姉妹への手紙の中に示されています。


  アフリカだけでなく世界各地で、南アフリカ総合宣教団を通して、アンドリュー・マーレー博士の務めは驚くほど豊かな実を結びました。この実が生み出されたのも、主義を唱えることによってではなく、もっぱら主の民だけを対象とした務めを通して与えられた霊的教えのみによりました。その教えは実際的聖潔、とりなしの務め、聖霊の力に関するものでした。この務めから前述の「宣教団」が生じ、多くのいのちが主の奉仕にささげられました。「宣教団」ではなく、この務めが力だったのです。


  このような生活の影響力を示す証拠、「霊のいのちを深める」運動の力を示す証拠を、大いに詳しく付け加えることができるでしょう。クリスチャン定期刊行物に記されている宣教問題に関する記事、初期「ケズイック」の偉人たちのメッセージ、ユージン・ストック博士によるあの記念碑的なＣ．Ｍ．Ｓ．（英国聖公会宣教協会）の歴史の記事は、すべてこれを証しします。


  基本的事実


  ペンテコステ以降、最も完全で、最も豊かで、最も効果的なイエスの世界的証しは、「天からの聖潔運動」です。その証拠はたくさんあります。この「天からの聖潔運動」は、イエスがどのような方なのか――第一に神の御座についておられる彼の主権に関して、第二に生活のあらゆる点に及ぶ彼の主権に関して――を理解させることにより、人々の心を変化させ、人生を変革し、全存在を捕らえます。「聖霊に満たされる」ことは、聖潔、愛、謙遜、喜びで満たされることであり、「愛する方」のためにすべての国で彼の苦しみの実を確保しようという情熱で満たされることです。どんな「霊的」運動、大会、教えも、他の人々の永遠の幸福を自然に思いやるという特徴を帯びていなければ効果はありません。熱烈な運動が病的内省という結果になることがあまりにも多いのです。これほど麻痺させるものはありません。そして、それからの反動もまた、同じように危険です。この反動でしばしば強調されるのは、熱狂、関心、高揚した精神、「個性」、教育、企てであり、「キリストのための決意」といういささか古びた鎧を身にまとっています。


  新約聖書の時代、回心者が払うべき代価があまりにも大きかったため、皮相的なものや、たんなる夢や熱狂のための余地は全くありませんでした。その原動力は主を知る大いに実際的な深い知識から発しなければならず、その知識には主が国々の間で満足されることを求める熱い情熱を伴っていなければなりません。


  ペンテコステとは何だったのか


  「ペンテコステ」や「聖霊のバプテスマ」が実際のところ何だったのか、私たちはこれまで恐ろしいほど理解していませんでした。外面的な付随物や効力が、その深い要素をあいまいにしてきたのです。私たちはそれを、活動、しるし、感情の波、興奮などといった点から解釈してきました。しかし、私たちに最も必要なのは、この「バプテスマ」の真の意味を知ることです。


  ですから、次のような包括的定義を与えることにしましょう。「聖霊のバプテスマとは、人生全体にわたって、また人生のあらゆる関心や活動にわたって、主イエスが絶対的主権者として無条件に抵抗を受けることなく王座につかれることである」。


  この定義の範囲内で指摘できる、一、二の特別な点があります。


  第一に、聖霊のバプテスマは主の聖さの中へのバプテスマです。それは火を伴うバプテスマです。この火は熱心さとしてではなく聖別としてまず解釈されなければなりません。ペンテコステは「天からの聖潔運動」でした。これがアナニヤとサッピラの恐ろしい事件の意義でした。聖霊によって確立される主のこの聖さが、人生のあらゆる局面や領域の中にもたらされなければなりません。霊、思い、体の中に、関係、取り引き、方法、手段の中にもたらされなければなりません。疑わしいもの、疑問のあるもの、あいまいなものなどは何であれ、聖潔の霊に反するものであり、敵対するものです。主の働きの領域でもこのようなことを言わなければならないのは不幸なことです。しかし、これについて述べる責任を私たちは負っています。


  第二に、聖霊のバプテスマはキリストの愛の中へのバプテスマです。これは「火」のもう一つの要素です。言うまでもなく、この愛は生来の暖かい心、度量の広さ、寛大さ、情け、親切な言葉以上のものであり、それとは別のものです。この愛は、「辛抱強く、ねたみません。嫉妬せず、ひけらかしません。もったいぶらず、高ぶりません。敵の間違いが証明された時でも、自分の正当性を喜びません。悪を暴くのにおそく、熱心に最善を信じ、決して自分の目的や利益を求めません」。この愛は、卑しめられ、脇にやられ、低くされるすべを知っており、自分の利益を放棄するすべを知っており、捨てられる時に耐え忍ぶすべを知っており、さらに多くのすべを知っています。聖霊だけがこの愛を与え、維持することができます。


  第三に、聖霊のバプテスマは諸々の時代にわたる戦いの中へのバプテスマです。宗教的な遊戯場や運動場の中へのバプテスマではありません。「支配たちや権威たち」、「この暗闇の世の支配者たち」、「天上にいる悪の霊の軍勢」に対する、凄まじい恐るべき血まみれの戦いの中へのバプテスマです。主のバプテスマの直後、御霊が彼の上に臨みました。そして主は御霊の働きによって、敵対勢力の首領との恐ろしい接触に直ちに導かれました。教会もそうでした。キリストの中にバプテスマされる人もみなそうです。神に感謝します。カルバリで勝利が確立され、この問題は決着がつきました。しかし、戦いは続いています。この時代に最も深い神の働きを成就するには、尊い血の効能による万軍の主の霊の大能の力の付与――「御霊を通して、内なる人の中で（原文、中へと）、力をもって強められること」（エペ三・十六）――が必要です。働けない時、宣べ伝えられない時、「立って抵抗する」以外何もできない時もあるでしょう。多くの人は活動できて何かを行える間は満足します。これは実際の罠になりかねません。重要なのは霊的活力であって、忙しさはあまりたいしたことではありません。


  実際の例


  ウガンダの物語から、ある意義深い出来事を紹介して終えることにします。


  ウガンダにある教会の初期の頃、バプテスマを受けた一人の少年がピルキントンのところにやって来て、キリストに対して忠実でなかった自分の過ちを、「私はこれまでで最大の罪を犯してしまいました」という悲しみのこもった言葉で告げました。ピルキントンは心を刺され、心の奥底から新たな霊的力を求めるようになりました。彼はその後すぐ、神を待ち望んで神から新たな力を受けるために、ビクトリア・ニアンザの島々の一つに行きました。彼の祈りはかなえられ、後に、彼はタッカー司教にこう書き送ることができました：


  「私たち（宣教団と人々）が大いなる祝福の真っただ中にあることを、あなたにお知らせしたいと思います。過去長きにわたって、私たちが自分の力で働いてきたこと、そしてその結果、私たちの生活には力がなく、祝福もわずかしかなかったことを、神は私たちの中の数名に見せてくださいました。けれども、私たちは次のことを理解するよう導かれました。すなわち、『御霊に満たされなさい』という命令は、エペソ人に向けられていたのと同じように私たちにも向けられており、私たちが望みさえすれば、効果的な奉仕のためのあの力は私たちの手の届くところにあるのです。これが私たちの働きだけでなく私たちの生活の中にも、どれほど大きな変化を生じさせたのかは述べることができません。少し前は圧迫に耐えられそうになかったのに（私はこれを自分について述べています）、今、私たちは喜びに満ちています。私たちの働きについて言うと、神はいま私たちを用いておられ、素晴らしい祝福の波が国土を覆っています」。


  



  第３章 御名の力


  初期の教会はこの世界で効果的に証ししましたが、それについて考える時は常に、当時優勢だった要素を注意深く調べる必要があります。新約福音伝道の中に、ある偉大な支配的概念があったことは否めません。ですから、その概念のいくつかをはっきりと示すことにしましょう。最も重要なのは御名の力です。


  御名の力


  キリスト教の最初の数十年を記録している書では、ほぼこう言えるでしょう。すなわち、聖霊ご自身を除けば――イエスの御名に至上の地位が与えられている、と。天に戻る前に弟子たちに語った言葉の最後の方で主は言われました、「こう書かれています。『キリストは苦しみを受けて（中略）そして、悔い改めと罪の赦しが、彼の御名の中で、すべての国に宣べ伝えられます』」（ルカ二四・四七）。ペンテコステの日にペテロは叫びました、「悔い改めなさい。そして、あなたたちはみな、イエス・キリストの御名の中にバプテスマされなさい」（使二・三八）。足の不自由な人を癒す時、彼は言いました、「ナザレ人イエス・キリストの御名の中で起きて歩きなさい」（三・六）。奇跡を見るために駆け寄って来た群衆に向かって、彼はそれが「彼の御名の中にある信仰によって」（三・十六）であったことを告げました。大祭司に向かって彼は、「あなたたちが十字架につけ、神が死人の中から復活させたナザレ人イエス・キリストの御名の中で、この人は癒されたのです」（四・十）と宣言しました。議会は彼らに、「今後この名の中でだれにも語ってはならない」（四・十七）と命令しました。脅迫と命令に直面して、教会は「イエスの御名を通してしるしと不思議が行われますように」（四・三〇）と祈りました。「この名の中で教えてはならないと、おまえたちに厳しく命じておいたではないか」と大祭司は言いましたが、彼らは「御名のために辱められるのにふさわしい者とされた」ことを喜びました（五・二八、四一）。このようにずっと続きます。最初から最後まで、御名は力であり、情熱です。


  しかし、大切なのは称号や名称ではありません。大切なのは御名の内容です。御名の中には何が含まれていたのでしょう？何が含まれているのでしょう？


  第一に、御名は御性質の勝利を現しています。


  １．御性質の勝利


  ピリピ人への手紙二章九節によると、イエスはその謙遜、へりくだり、死に至るまでの従順に対する報いとして、「あらゆる名にまさる名」を与えられました。これは特に、汚れや傷のない御性質の勝利を表していました。彼は罪のないまま「だれもが受ける試み」（一コリ十・十三）をすべて通り、「傷のないご自身を神にささげ」（ヘブ九・十四）られました。この世、悪人、暗闇の力は、結託して彼を堕落させ、罠にかけ、彼の性格を汚そうとしました。しかし、「罪を知らない方が私たちのために罪とされ」（二コリ五・二一）、「木の上で私たちの罪をご自身の身に負われた」（一ペテ二・二四）時でさえ、彼ご自身の霊はまっすぐで汚れのないままでした。この勝利は悪の勢力の根拠を根本から断ち切りました。「この世の君が来」ましたが、彼の内に「何も持っていません」でした（ヨハ十四・三〇）。御名は試みを受けて確証された聖さの化身です。ですから御名は、罪人が罪に打ち勝つための、そして信者がサタンと悪の勢力に打ち勝つための、勝利の根拠であり手段なのです。


  ２．柔和さの勝利


  これは聖書の中で強調されている特徴です。よく使われている小羊という象徴の意味はこれです。柔和さの本質は私心のなさです。無抵抗で謙遜な公平さや素直さがそのしるしです。柔和さは、その霊的力と道徳的価値のゆえに、あらゆる徳の中で最も遠くまで及ぶものです。被造物と人が滅びに瀕している原因、人と神との間に隔てや不調和が生じた原因、宇宙に裂け目が生じた原因、罪と死というこの苦くて恐ろしい結果の原因、乱れた秩序に由来するあらゆる悲しみや苦しみは、すべてサタンのあの高ぶりのせいです。サタンは高ぶりのゆえに、自分の王座を「神の星々の上に」据えること、「いと高き者のように」なることを熱望しました（イザ十四・十三、十四）。そして、サタンは高い地位から投げ落とされたため、神の御業を破壊して、その御名を辱める陰謀を企てることを熱望するようになりました。この損傷を修復して、あの御名を擁護するという大仕事に取りかかろうとする人は、この邪悪なもの――高ぶり――の痕跡が自分の内に少しでもあってはなりません。その人はまさに、その正反対のものの化身でなければなりません。サタンの勝利に好都合な根拠が自分の内にあってはなりません。なぜなら、サタンはサタンを追い出せないからです（マコ三・二三）。「彼はご自身を低くし」（ピリ二・八）というこのささやかな句は、神の道徳的・霊的宇宙の中で最も強く、最も有効な力の一つについて述べています。


  ですから御名は、サタンを滅ぼすこの徳を表しており、それゆえ、聖霊の力の中で用いられる時のその効力を表しています。


  ３．愛の勝利


  この宇宙はすみずみまで憎しみで荒廃しています。悪の勢力は、先に述べたように神に対して最初の憎しみを抱いた時から、常に次のことを行ってきました。すなわち、人を神に敵対させること、そして不信、疑い、恐れ、嫉妬、競争、罪、他の数千の方法により、人――神の首位の被造物――を自滅させることを行ってきたのです。このような世界の中に、神の愛を宣示する御方、新創造の中で神の愛を教える御方が到来されました。これは愛の御霊を息吹き込むことであり、愛の実を結ぶぶどうの木を植えることでした。新約全体にわたってこの愛の問題を追うなら、新約はまさに愛の契約であることがわかるでしょう。キリストの十字架は、宇宙のあらゆる憎しみ――人の憎しみやサタンの憎しみ――が一つになって溢れ出た場所であり、神が愛のかぎりを尽くしてそれを対処して打ち負かした場所です。この勝利が御名の中に具現化されているのです。キリストの御名を帯びている人で、他の人を憎める人はだれもいません。


  さらにどれだけ多くのものが、御名の中に込められていることでしょう！真理の力、信仰の勝利、さらに多くのものが込められています。それは実に、天においても、地においても、地獄においても、力ある御名です。聖霊は御名の意味、性質、内容をすべてご存じです。聖霊がこの御名を擁護してあがめるために到来された時、そして教会が聖霊の油塗りの下で生きて働いた時、「力強いこと」が御名の中で起こりました。


  御名の意義を新たに認識してその根本に立ち返り、御名を信じる信仰を回復するなら、当時と同じように今も、御名に効力のあることがわかるでしょう。しかし、御名の栄誉を求めて万事にあたる情熱がなければなりません――「これはイエスの御名に栄光を帰すものだろうか？」ということだけを考えて万事にあたる、ねたむほどのひたむきさがなければならないのです。


  ですから御名は、私たちの祈りや告白に付け足すべき、たんなる決まり文句ではありません。御名は力です。しかし、その力が現されるには、すべてが御名とその神聖な保持者の性格にふさわしいことが必要であり、そしてそれによって支配されることが必要です。私たちは御名を口にするかもしれませんが、スケワの七人の子たちに起きたように（使十九・十四）、悪の勢力は私たちの方を向いて私たちを引き裂くかもしれません。なぜなら、彼らは当人を知らないからです。「イエスについては知っている。パウロについても知っている。だが、おまえたちは何者だ？」。御名は御霊の力の中で取り、用いなければなりません。そして、この力が見いだされるのは、曇りなき喜びをもってイエスが真に現存される所以外にありません。


  



  第４章 血の証し


  



  「主は蛇に言われた、『（中略）わたしは敵意を置く。おまえと女との間に、おまえの子孫と女の子孫との間に。彼はおまえの頭を砕く……』。」（創三・十五）


  「……この年を経た蛇（中略）兄弟たちは、小羊の血と、彼らの証しの言葉によって、彼に打ち勝ち、死に至るまでもその命を愛さなかった。」（黙十二・九、十一）


  



  イエスの証しについて聖書で最初に述べたのは主ご自身であり、それは上の節においてでした（創三・十五）。イエスの証しは「彼はおまえの頭を砕く」というこの句に集約されます。この句では二つのものが一緒にされています。「彼」すなわちこの御方と、「おまえの頭を砕く」すなわちその御業です。これにはある特別な意味があります。「おまえの頭」は「おまえの支配、統治、主権、冠」を意味します。次に、十字架が直ちに導入されます。この御方はこの証しを完全かつ決定的に確立されますが、十字架はその舞台であり中心です。さらに、十字架の中心的要素は主イエスの血です。血こそイエスの証しの中心的要素です――主イエスの血がその中心的要素です。主イエスの血の包括性を思い出していただきたいと思います。主イエスの血はまず第一に罪と関係があります。創世記のこの節では、人が犯してしまったためにこの世に入り込んだものに対して直ちに血が適用されます。罪には様々な面があります。罪は違反であり、境界線を踏み越えることです。罪は不法であり、神に反抗することです。罪は欠け目を生じさせ、人が神の栄光を受けられないようにします。罪にはあらゆる形や道があります。主イエスの血は罪を対処しなければなりません。罪に直面し、それを滅ぼし、この宇宙から徹底的に一掃しなければなりません。イエス・キリストの血は罪に立ち向かいます。


  それから二番目に、イエスの証しは「肉」というこの象徴的言葉が意味するところのものと関係しています。ここで言う肉とはたんなる罪の原則のことではなく、罪に落ちた人のことです。つまり、堕落した人類、種族を意味します。罪が侵入したとき、人は堕落しました――神の当初の意図とは全く異なる存在に成り果てました。「人は肉になってしまった」（創六・三）。イエス・キリストの血は、この堕落した種族を支配している原則や法則としての罪を対処しなければならないだけでなく、この種族そのものを対処しなければなりません。罪をこの宇宙から一掃しなければならないだけでなく、この種族をこの宇宙から一掃しなければなりません。このような種類、このようなタイプの人を除き去って、新創造のための場所を確保しなければなりません。肉にしたがったタイプの人ではなく、御霊にしたがったタイプの人、復活したキリストのような人のための場所を確保しなければなりません。


  人は罪を犯しました。そして、罪が侵入した時、人類は惨憺たる有様になりました。これに続いて直ちに一連の結果が生じましたが、この血はそれとも関係しています。つまり、死と関係しているのです。これが三番目の点です。「罪を犯した魂は死にます」。「その木から取って食べる日、あなたは必ず死にます」。さらに御霊はパウロを通して言われます、「一人の人の不従順により（中略）死がすべての人の上に臨みました。すべての人が罪を犯したからです」。罪を犯すなら、宇宙のどこでも直ちにその結果として死が臨みます。死が人類に対する判決です。死の範囲や深さは千差万別です。死は霊、魂、体のあらゆる領域に及びます。この血は死について証しし、この領域で働かなければなりません。


  次に四番目に、イエス・キリストの血は罪の結果とその実を取り扱うだけでなく、その原因とその根幹をも取り扱います。サタン自身にもイエス・キリストの血は強力な効力を及ぼします。サタンはイエスの証しによって捕らえられます。二つの立場で捕らえられます。


  第一に、サタンは「この世の君」として捕らえられます――「この世の君が来ます」。「今はこの世の君が追い出される時です」。


  第二に、「死の権を持つ者、すなわち悪魔」であるサタンとしてです。この句は死について述べているだけでなく、死の権を持つ者についても述べています。この「権」という言葉はよく知られている「デュナミス」――力――や「エクスーシア」――権威――ではなく、「クラトス」という別の言葉です。この言葉は「握ること」を意味します。死を握ることです。両手に死を握っている者、死をつかんでいる者です。そしてこの文脈でこの血は彼について示します、それも死を通して示します――そして主イエスは少しのあいだ死の支配・影響の中に乗り込んで――死を握っている者すなわち悪魔を滅ぼさなければなりません。


  このように、血はこの両方の立場におけるサタンを対処します。これが主イエスの血によるイエスの証しです。


  この問題は生か死かの問題である


  今、次のことがわかります。すなわち、イエスの証しは彼の血にあって、彼の血を通して、彼の血によりなされるものであり、生か死か、死か生かの問題なのです。これが主要な問題です。ああ、どうか私の話にしっかりとついてきてください。なぜなら間もなく、この事柄の偉大な内容をあなたは見ることになるからです。イエスの証しはイエスの血によってなされますが、その主要な問題は生か死かの問題です。主の民がこれをよく理解していれば、彼らは自分たちの立場を堅固なものにしていたでしょうし、この世における自分たちの使命の何たるかをよくわかっていたでしょう。そして、イエスの証しに関わるとき自分たちが霊の領域で遭遇することを、ことごとく十分に解き明かせていたでしょう。イエスの証しは生か死かの問題です。イエスの証しは罪や聖化に関するものであるだけではありませんし、古い人や新しい人の問題であるだけではありません。イエスの証しの内容及び範囲はもっと遥かに大きな問題と関係しており、その周辺を巡っています。その問題とは生か死かの問題です。この主要な問題を理解しないかぎり、他の問題は全く理解できません。罪の問題も、新しい人、新しい種族、新創造に属するものをもたらすという問題も、人々をサタンの力から解放して神にもたらすという問題も、決して理解できません。この主要な問題を理解しないかぎり、あなたは立ち往生したままでしょう。聖化というこの問題はそもそもどこから始まるのでしょう？新創造というこの問題はそもそもどこから始まるのでしょう？サタンの支配からの人々の解放というこの問題はそもそもどこから始まるのでしょう？死の権が対処された所から、すべては始まるのです。あなたや私が戦っているのは、諸々の罪だけではありませんし、旧創造だけでもありません。自分の古い人に没頭してそれに執着するあまり、私たちはがんじがらめに縛られて、どうにもならなくなるおそれがあります。聖化に関するありとあらゆる真理や教え、特に複数形の罪や単数形の罪の問題にがんじがらめになって手足を縛られてしまい、どうにもならなくなるおそれがあります。そうなるのは、この主要な問題を理解していないからです。主要な問題は死と、死の権です。私たちは主イエスの血のこの中心的問題――生か死かの問題――に進み出なければなりません。核心は十字架です。主が十字架の血により一度かぎり永遠にこの問題を解決してくださっていなければ、他の問題も全く解決されていなかったでしょうし、完全な福音もなかったでしょう。


  このように、イエスの証しは十字架と十字架の内容ですから、イエスの証しの本質が何かわかります。イエスの証しは、新創造を可能にするいのちに対する証しです。この証しの核心を理解するなら、それがいのちに関するものであることがわかります。このいのちがもたらされたのは、死が滅ぼされたからであり、死の力が砕かれたからであり、死の権を持つ者が無効化されたからです。人がこの証しに出会ってそれを理解し、この証しにあずかってそれを自分の証しとするとき、何が起きるでしょう？直ちにこの人殺しがやって来るのです。


  いのちの敵が姿を現した


  この者は、主ご自身が言われたように、「最初から人殺し」であり、人殺しとしてずっと活動してきました。この者は、旧約でも新約でも、イエスの証しに召された者たちを一人残らず攻撃してきました。


  アベルは歴史上初めてこの証しを担った人でした。アベルの証しとは何だったのでしょう？血です！血というこの象徴の意義をアベルがすべて理解していたかどうかは、さしあたって気にしないことにします。しかし、神は血の意味を理解しておられました。神は血の意義を確立されましたし、歴史を通じてずっと血が神の方法でした。すべてのささげ物に関する神の御思いをヘブル人への手紙の一節は示しています、「血を流すことなしに、罪の赦しはないからです」。罪がこの世界に入り込んだ最初の時から、神の御心によると血が鍵でした。アベルはこの血の証しの中に足を踏み入れました。この証しが意味するところの内容は、罪、死、人類、死の権を持つ者にまでことごとく及びました――そこで直ちにこの人殺しがやって来て、アベルを殺しました。アベルはカインによって殺されたのではなく、カインを通して殺されたのです。これまでずっとそうでした！後にアブラムが祭壇を築いて、供え物を裂いたとき、この戦いが始まりました。この出来事については創世記十五章を読んでください。荒い鳥が降りて来て、日が沈むまでアブラムはこれを追い払いました。すると、大いなる暗闇の恐怖が臨んで――それから主がやって来られました。この出来事は何と関係していたのでしょう？小羊と小羊の血の啓示と関係していました。小羊とその血により、アブラムの子孫はエジプトで四百年奴隷になった後、解放されるでしょう。主はアブラムに地上におけるご自身の方法について啓示されました。これは何のためだったのでしょう？エホバの証しのための人々を得るためでした。その人々は諸国民の間にいますが、諸国民から離れています。イスラエルはこの地上で、諸国民の間で、神の団体的な証しとなるべきものであり、血、流された血の原則に基づいて構成され維持されるべきものでした。地上で主の民によって団体的になされるこの証しの性質を、主が啓示するためにやって来られたその時、アブラムは大いなる闇の恐怖に襲われ、周囲の様子も一変して戦いの様相を帯びました。これはモーセ自身の場合にもあてはまります。エジプトで戦いがあり、彼の生涯を通じて常に戦いがありました。


  エリヤは祭壇を築いて、イスラエルの中に主の証しを維持するために立った時、攻撃を受けました。これもまたこの理由によります。エリヤがこの証しのためにカメル山上の自分の祭壇の側に立った時、この証しは確立され、その正しさが偽預言者たちに対して証明されました。いいえ、偽預言者たちと彼らの組織を生み出したあらゆるものに対して証明されたのです――彼らの背後には権力者がいました――それでイゼベルはエリヤの命を狙ったのです。サタンが無垢な赤ん坊を皆殺しにしたのは、モーセただ一人を殺すためでした。それと同じように、サタンが無垢な赤ん坊たちを虐殺したのは、主イエスただ一人を亡き者にするためであり、主イエスのカルバリを予見していたからなのです。このエリヤの場合、エリヤはイスラエルの証しのために立っていましたが、サタンは最も適任であるイゼベルを用いて、エリヤの命を狙いました。旧約でサタンは個人や主の民の群れを殺そうと何度も試みてきましたが、これがその理由です。エステル記ではハマンがユダヤ人を皆殺しにしようとしましたが、これがその理由です。その理由とは何でしょう？彼らが地上における神の道具だったことです。悪魔はこの人々の間にある証しを攻撃します。彼らは悪魔の標的です。彼らは証しだからです。主イエスのこの真の証しの中に、理論によってではなく聖霊の力によって立ちなさい。その中に真に立つなら、間違いなくいのちの敵がやって来ます。あなたが神の働きや自分自身の個人生活で経験すること、体、思い、霊の中で経験することはみな、これが原因です。私が述べているのはきわめて途方もない厳粛なことです。それにもかかわらず、私がこれを述べているのは、正真正銘真実だからです。


  このいのちの証しは死に打ち勝つ


  さて、私たちは一部分にあずかる時、全体にあずかることになります。なぜなら、その中間はないからです。あなたはその中にいるか、その外にいるかのどちらかであり、それ以外はありえません。信仰により聖霊の中で、真にイエスの証しと親密な関係を持つようになる時、あなたは直ちに血というこの大問題、究極的問題に巻き込まれることになります。これは生か死か、死か生かの問題です。あなたはこの問題の中にいるのであり、この領域にはただ一つのものしかありません。そのただ一つのものとは、神の御子の戦う信仰です。


  神の御子の戦う信仰


  この領域では受け身的ではいられませんし、中立でもいられません。この領域では気晴らしに興じることはできません。祈りは戦う祈りでなければなりません。ああ、戦う祈りの復興が必要です！祈りを唱えるのをやめて、祈りを祈り、祈りの中であらゆる場所を巡ることが必要です。そして、主の御名によってこの大問題や戦いに直面し、それを乗り越えることが必要です。主の民は実際の戦いの祈りをさらに祈る必要があります。「神の御子の戦う信仰を与えてください」と主に求めてください！これは、この戦う信仰によって足場をしっかりと固める必要があること、諸々の環境や外見によって逸らされるのを拒絶する必要があることを意味します。この証しはあなたにとってどのようなものでしょう？自分から取り去られて後に何もなくなってしまったら、自分も死ぬというものでしょうか？それとも、これは自分がたまたま身につけたものであって、服のように取り替えがきくものでしょうか？主イエスのこの証しを取り去られることは、あなたにとってすべてを剥ぎ取られることに等しいでしょうか？もしそうなら、あなたはこう言うことができます、「私にとって生きるか死ぬかの問題があります。それは私がその中に立っている証しの問題であり、主イエスの証しの問題です」。


  「兄弟たちは、小羊の血と、彼らの証しの言葉によって、彼に打ち勝ち、死に至るまでもその命を愛さなかった」。この御言葉は矛盾しているように聞こえないでしょうか？「死に至るまでも」。アベルは殺されました。「兄弟たち」は死んでいるわけではなく、アベルも死んではいません。パウロはイエスのように殺されました。しかし、彼らは「かぎりないいのちの力」によって生きています。なぜなら、イエスは死と「死を握っている者」を征服されたからです。その十字架とその血により、彼は征服したのです！


  



  第５章 務めのための備え


  



  「モーセは主に言った、『ああ、主よ、私は言葉の人ではありません。（中略）私は口が重く、舌も重いのです』。」（出四・十）


  「主は言われた、『行ってイスラエルを救いなさい』。（中略）ギデオンは言った、『ああ、主よ、ご覧ください（中略）私は私の父の家族のうちで最も小さいものです』。」（士六・十四～十五）


  「その時私は言った、『私はわざわいだ、私は滅びるばかりだ…』。主は言われた、『行きなさい…』。」（イザ六・五、九）


  「その時私は言った、『ああ！主なる神よ！見てください、私は話すことができません。私は子供だからです…』。主は言われた、『行きなさい…』。」（エレ一・六～七）


  「私は預言者でも、預言者の子でもなかった……ところが主は私を取り、『行きなさい……』と私に言われた。」（アモ七・十四～十五）


  「そこで彼は十二人をお立てになった。彼らを自分のそばに置くためであり、さらに彼らを遣わすためであった。」（マコ三・十四）


  「聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受けます。そして、あなたたちはわたしの証し人となります。」（使一・八）


  



  上で最後に引用した御言葉は、他のすべての御言葉に対する答えです。ペンテコステは聖霊の新しい時代と方法とを画するものでしたが、それにもかかわらずこれまでずっと、神の働きは御霊の使者を通して行われてきました。「神の働きに欠かせない必要不可欠なものは何か？」と問われるなら、私たちはためらわずに、「聖霊の油塗りと満たしです！」と答えるでしょう。


  前に引用した事例では、大いに異なるタイプの人々が登場しますが、彼らはみな共通の立場の上に導かれました。モーセには途方もない先天的能力や後天的能力がありました。モーセの感情や意志には指導力、意欲、情熱、勇気が備わっていましたし、知性の方面ではそれが「エジプト人のあらゆる知恵」と結びついていました。また、肉体的にもかなり力があったことは明らかです。イザヤやエレミヤは豊かな社会的、宗教的、聖職者的特権を持っていなかったわけではありませんし、良い訓練を受けていなかったわけでもありません。この面に関して、パウロについて何か述べる必要があるでしょうか？他方、ギデオン、アモス、ほとんどの使徒たちは、身分の低い慎ましい家の出身であり、教育も少ししか受けておらず、世間的特権もほとんどありませんでした。この後者の人々に関して、「彼らは無知で無学な者たちだった」と記されています。この人々はみな、前に述べたように、共通の立場に導かれました。痛ましい、時にはかなり長い訓練と試みを通して、前者の人々はこの地点に導かれなければなりませんでした。その地点で彼らは、ただ神だけがご自身の御業を行えることを理解しました。また、神は人が完全にご自身に拠り頼む立場に立たないかぎり、どんな人も、どんな天然的能力も決して用いられないことを、彼らは理解しました。そのような賜物、訓練、能力は神にとっては重要なものではなく、人が十字架の原則や法則の深い内なる働きを通して天然的立場から霊的立場に移されないかぎり、役に立ちません。霊的能力以外の何ものも、霊の勢力に対することはできません。これが神のあらゆる働きの背景です。


  神は先天的能力や後天的能力を人に授けて、その賜物を用いることがあるかもしれません。しかし、その人々が天然的な面に関して死に導かれ、霊的な面に関していのちに導かれないかぎり、決して神はその賜物を用いられません。モーセはこの道を行きました。パウロはこの道を行きました。霊的な永遠の目的のために神に真に用いられた人はみなそうです。つまり、働きだけでなく働き人をも受け入れてもらうには、この道を行く必要があったのです。


  全方位的訓練や備えに反対している、と思う人はだれもいないでしょう。そうしたものには何の意味もない、などと言うつもりは毛頭ありません。私たちが強調しているのはこういうことです。すなわち、たとえ先天的あるいは後天的に、賜物、教育、天然的能力、情熱、福音的信仰や教理、クリスチャンの働きに関する知識などがあったとしても、それでもまだ必要欠くべからざるものに欠けているかもしれないのです。それがなければ、他のあらゆるものも失敗に終わることになります。その最も重要な要素とは「聖霊に満たされること」です。


  他方、御霊に満たされた人は決して無知を擁護したりしませんし、主の働きの基礎となる知識の修得を軽んじたり無視したりもしません。御霊の促しと覚醒により、最も無学な人ですら有能な者になり、以前なら修得する気も力もなかったようなことを修得しました。これは御霊の御業の冒険譚の一つです。


  さて、こうした単純な基礎的事柄は私たちをさらに先に導きます。


  模範的僕


  模範的僕である主イエスは、「わたしは自分からは何も行いません。わたしは聞くままに話すのです」。「わたしが話す言葉は、わたしが自分から語っているのではありません」。「わたしが行う業は、わたしが自分から行っているのではありません」と宣言されました。ここでは、罪のない「わたし」ですら、自分自身の言葉を語ったり、自分自身の働きを行うことを拒んでおられます。彼は慎重にあらゆることで御父にすがり、拠り頼みました。彼のように罪がなくてもこれが必要であること、そうしないなら自分の務めが外からのありとあらゆる危険にさらされるようになることを、彼が理解しておられたことは明らかです。このように神は徹底的だったのです。この神の徹底的姿勢は私たちを促すものであり、神の理想の僕にできるだけ近づくことを願う者たちはみなこの特徴を帯びなければなりません――このような徹底的姿勢を身につけるには、ある時点で人が無に帰されることが必要です。このように無に帰される経験は、主の多くの僕の人生や務めのうちに明らかに見ることができます――その時、彼らは完全な絶望に陥る寸前の所まで行き、「神だけが唯一の財産」となったのです。


  しかし、クリスチャン生活とその働きの比較的後期、おそらく何年にもわたる活動の後でないと、このような域には到達できないのでしょうか？「肉による」、人から出た努力や活動のために、ほとんど実りのないまま、失敗や挫折を経験する必要があるのでしょうか？ハンマーを打ち鳴らして熱心に築き上げてきた一大構造物が崩れ始め、あとには真に霊的な永遠のものがほんのわずかしか残らない、という目に最後になって遭わなければならないのでしょうか？聖霊のなさることだけが神の目的に達することができ、永遠に残ります。私たちはこの問題にきっぱりと決着をつけることができます。


  確かに、神は最初の時点で人を無に帰すことができます！確かに、これは聖書に記されている人々の経験と合致します！少なくとも、彼らが自分に頼ってこの地点を踏み越えようする時、彼らは絶えずこの明確な経験の地点に連れ戻されたのです。


  これは主の働きのための訓練の真の性質である、と私たちは熱烈に信じています。この主の訓練により、御言葉と経験を通して主を知る知識が増し加わっていきます。神の御言葉を知る知識は経験的な知識でないかぎり、奉仕に役立ちません。この知識は神ご自身を知る知識であり、これが御言葉を生けるものにします。


  モーセは自分の一生の仕事のために、無為という厳しい学校で訓練を受けました。大いに活動的な気質の人が、荒野で四十年間も羊を飼ったのです！モーセは偉大なビジョンを抱いて開始しました。彼の動機は正しく、目的も正当なものでした。しかし、その計画を行う方法が間違っていたのです。悪に出会う時、どうすればそれを見逃さずに、また善に対する熱意を失わずに、それを耐え忍べるのでしょう？これは人々を解放することを願う人々が学ぶべき重要な学課の一つです。人々のための奉仕に幻想を抱かないこと、「いずれ人々は自分の自己犠牲に感謝するようになるだろう」と思わないこと、しかもその期待が幻滅に終わっても皮肉屋にならないことは、またこれとは別の学課です。決していかなる方法、振る舞い、口調、行動によっても、優越感を示さないことは三番目の学課です。こうした学課はモーセが学ばなければならなかったささやかな学課ではありましたが、この学課自体は大きな学課でした。依存、信仰、従順、謙遜が主要な学課でしたが、こうしたものは本や講義からは修得できません。


  イザヤは、自分が不適格であることを思い知らされるビジョンを見なければなりませんでした。


  パウロは知的な聖職者階級の伝統ある公的高台からズドンと落ち、塵の中で屈服して、かつては憎み軽蔑していた「イエス」に服従しなければなりませんでした。


  弟子たちは、自分の神聖な主人の御心を満足させることが全くできない自分たちの惨めな能力の欠如に関して、多くの学課を学ばなければなりませんでした。そしてついに、弟子たちは十字架を通して、自分たちには信じることすらできないことを示される不名誉を被りました。


  これはみな必要な訓練であり、備えでした。このような訓練の過程を自発的に受け入れる人はなんと少ないことでしょう！しかしこれが、神の僕たちを備えるために、ある地点でなされる働きの性質です。聖霊に委ねて、聖霊にこのような霊的訓練の経験をことごとく通らせてもらうことが、神を深く知るのに必要です。根底を打破して、働きや奉仕に関する私たちの観念から脱却することが必要です。すべては外面的ではなく、内面的なものにならなければなりません。天然的ではなく、霊的なものにならなければなりません。私たち自身からではなく、神からのものにならなければなりません。必要とあらば、無為の訓練を受けなければなりません。忙しく働いてさえいれば、それでいとも容易に満足してしまうのです。しかし、それは神の道を邪魔するものであることがしばしばです。そのような時、神は私たちの働きを脇にやって、それは神ご自身がなさることであり、そのような奉仕によってではないことを、私たちに教えなければなりません。多くの人について、主は使い古された方針を受け入れることを余儀なくされています。彼らがそれ以外は受け入れようとしないからです。


  理想の預言者学校


  理想的な「預言者学校」とは、霊の命を最も重視する学校です。この学校では聖霊が各人を取り扱われ、光、力、慰め、導きを得るために神の御言葉が必要とされます。御言葉によって生きたければ、御言葉は私たちにとって生けるものとならなければなりません。そして経験こそ、命と知識とが出会う場です。


  どんな訓練センターも、知識と働きのための訓練しか与えないなら、十分なものとは言えません。霊の命に最も注意を払い、それをはぐくみ、それを導くものでなければならず、外からは決してなしえない働きのために、特に聖霊の臨在を求めてそれを守るものでなければなりません。


  さて、以上のことをすべて述べたので、戻って次のことを理解しましょう。すなわち、原則として、使徒の働き一章八節が成就された時から、これが神の大能の働きの基礎だったのです。あらゆる豊かさを持つ十字架が聖霊によってこの最初の信者たちや証し人たちの生活の中にもたらされました。使徒たちの性格の変化には目を見張るものがあります。彼らは私心のない、謙遜で、恐れ知らずの、愛に満ちた、辛抱強く忍耐強い者になりました。「地位」や「立場」、評判、名声、「成功」、人気等は、もはや彼らの奉仕の動機ではなくなりました。あらゆることで彼らがどれほど御霊によって導かれ、支配されていたのかに注目してください！弟子たちの内にある、あらゆる形を取る自己の命の縄目がこの火によって焼き尽くされる時、主は解放されます。主は十字架を通して個人的に解放されて無窮に至られました。それと同じように、主の十字架が主の僕たちの普段の生活の中に深く植え付けられる時、主はいっそう力強い働きを自由に行えるようになります。ああ、キリストが十字架に行かれた時、彼は私たちの罪（複数形）を担われただけでなく、私たちをも担われたことを、もっと十分早い時期に生活の中で理解できていれば！キリストは罪人としての私たちを担われただけでなく、人としての私たち、宣教者、教師、働き人、ありとあらゆる者としての私たちをも担われました。ですから、「今より後、もはや私ではなくキリスト」です。こうした能力の一つかそれ以上を十字架につけられるのがあまりにも遅すぎた人たちも私たちの中にいます。そして死を通して、宣べ伝えは人間的レベルを脱却して、上から再生されなければなりません。他の事柄についても同じです。ああ、まさに最初からこの域にある新たな群れが必要です！その時、神は新しいことを行うことができ、私たちは主の新たな解放を見るでしょう。主はご自身によって制約されているのではなく、僕たちの天然的な活動によって制約されているのです。こうした天然的活動が、垂直的方法ではなく水平的方法によって、つまり、十字架、復活、昇天、上からの降臨という道筋によってではなく、人間的道筋によって、霊的事柄の領域の中にも導入されているのです。


  予型の時代には、最も厳格な律法が聖なる油による油塗りを支配していました。何度も繰り返して、「油を人の肉の上に塗ってはならない」と強調されていました。主は今日も同じように厳格であり、人の「肉」――人の自己の命――の上に御霊を臨ませようとはなさいません。人の肉はすべて、まず血の力の下に来て、十字架に渡され、妨げるものが何もない道を御霊に与えなければなりません。最初の証し人たちは、イエスの御名を告げることにより、今生では何も得ずにすべてを失いました。感覚を少しでもなだめられるものは何もありませんでした。エルサレムの人々はとても早い時期にすべてを失い、広く散らされました。外側から、主はすべてを純粋に、自由に保たれたのです。しかし、主はご自身の原則、ご自身の当初の前提から決して離れたりされません。主はそうすることを許されさえするなら、ご自身の僕の霊と命の中にこの状態を造り込まれます。それは万事がご自身から出たものとなるためであり、「神がなさることはみな永遠に残る」ためです。麦粒の法則が確かに働いています。制約を通して拡大され、損失を通して獲得し、死から命が生じるのです。


  



  第６章 十字架と金銭の務め


  個人の財政と教会の財政


  一定の割合の金額を系統的にささげる務めを神は大いに重んじて祝福してこられました。この事実こそ、私たちが霊的に解放されるうえでこの主題が重要である証拠です。この問題を考察するとき、低い水準に降りるわけではありません。事実、キリストの広範に及ぶ数々の御旨はこの問題と重大な関係にあります。


  この金銭の務めに関するキリストの御言葉のいくつかにざっと触れることにしましょう。


  



  １．最初に、キリストが明確に述べられた執事職の原則について思い出してください（ルカ十二・四二、十六・一～八）。


  ここに登場する人物は（１）豊かな主人、（２）欠乏している家族とその背後に控えているこの世、（３）両者の間に立つ執事です。この執事は特権的地位につけられて、管理職と責任を委ねられました。執事は本来主人のものである財産を委ねられました。主人が執事に期待したことは、執事が家族とこの世のために、自分が持っているものを主人の目的に照らし合わせて管理することでした。一つ一つの必要について考える際、執事が最も重視して優先すべきは、「これは主人の御心にとって最も親密で慕わしいものとどのような関係にあるのだろうか」という観点です。執事の喜びはこれらが成就されるのを見ることであって、自分自身の個人的で肉的なこの世の願望や野心ではありません。執事は主人から任されたものを使う時、自分の肉を喜ばせるために自分を目立たせるような形で使ったりはしませんし、主人の誉れを盗むような形で使ったりもしません。大事なのは常に主人の名前であって、執事自身の署名ではありません。


  これが「善良な賢い執事」です。私たちの持ち物をすべてこのように見なして用いることが、神の是認と祝福と報償を受ける確実な早道であることを、主人は大いに明らかにしています。


  



  ２．次に、投資の法則について考えることにしましょう（マタ二五・二七）。


  引用した節に「私の金」と書いてあることに特に注意しましょう。このたとえが示している思想は次のことに尽きます。すなわち、私たちは神から委ねられた資産を、神から最大限の是認を受ける結果となるように用いなければならないのです。こうした資産を要求する、ほとんど無数とも言える求めがあります。そして、何が王国の働きであり、何がそうでないのかについて、クリスチャンたちの考えに少なからぬ混乱があります。社会事業、博愛事業、人道的事業、慈善事業、利他的事業、宗教的事業、霊的事業。こうしたものがみなごちゃまぜになって、折り重なっています。多くの人は寛大な慈悲深い心の持ち主で、欠乏やそれらしきもの、もっともらしい話を聞いただけで、自分のポケットや財布に手を伸ばします。他方、その他の人々は、乏しくてすぐには助けの手を差し伸べられないため、こんなにもたくさんの緊急の要請を前にして、「自分はどうやって義務を果たせばいいのか？」と困惑しています。


  全く献身している人のために、主は次のような健全な原則を与えてくださいました。何が最も深遠で最も真実な御旨なのか判断しなさい。クリスチャン倫理にしたがって判断するのではなく、キリストの十字架にしたがって、何が真にカルバリの霊的な永遠の目的なのか判断しなさい。そして、こうした目的に最も役立つとはじきだしたものに、最大限投資しなさい。これが意味するのは、祈って慎重に検討した上でささげなければならないということです。


  



  ３．金銭を従えること（マタ十九・十六～二六）


  いま述べたことと密接に関係しているのは、私たちの関心の対象は何かということです。要するに、私たちは何ものにもまして霊的な事柄に関心を持っているのでしょうか？お金や手段が目的になっていないでしょうか？道具が目的になっていないでしょうか？私はしばしばとまどいを感じるのですが、すべての人を知っておられる御方は、私たちの前にあるこの節によって、この問題を判断されるのではないでしょうか。私たちの価値観は遅かれ早かれ実際に試されるでしょう。そして、私たちが霊の命と力を探す冒険の旅に出かける時、真に危機的な転機が訪れて、私たちはこの裁きの水に直面するでしょう。この裁きの水は、キリストを獲得して彼の内に見いだされるようになるために、私たちがすべてのものを損失、くずと見なすかどうかを試します。私たちはすべてを失うことはないかもしれませんが、この試練に遭うことにはなります。


  



  ４．さらに優った祝福（使二〇・三五）


  主がいつこの御言葉を語られたのか、私たちにはわかりません。私たちは推測することしかできません。しかし、この御言葉を語ったのは明らかに主です。このさらに優った祝福について、二つの点を示唆する必要があります。


  （１）この祝福は私たちの霊の中に与えられる祝福であり、私たちの霊の中で成長します。なぜなら、私たちは十字架の偉大な数々の目的を理解できるようになり、キリストが達成された輝かしい事柄にキリストと共にあずかる者になることができるからです。


  （２）この祝福は与える能力が拡大される祝福です。神のためにささげればささげるほど、ますます与えられるようになり、ますます神は与えられるようにしてくださいます。


  



  ５．比較して勘定する原則（マコ十二・四一～四四、ルカ二一・一～四）


  この箇所では、ささげた金額は大したものではありませんでしたが、問題はささげた後に何が残ったかです。支出がいくらだったかではなく、残高がいくらだったかが問題です。有り金をすべてささげるなどということは、私たちには到底困難ではないでしょうか？それは信仰によってすべてをささげることではないでしょうか？それは代価を顧みない愛ではないでしょうか？どうしてキリストはこのやもめを大いに称賛して、神が大いに喜んでおられることを確証されたのでしょう？ナザレでは、やもめの母親と大家族が、聖書にしたがってささげ物をささげていたからです。市場で最も安いものをキリストがご存じだったのも当然です――二羽のすずめが一シリングで売られていましたが、二シリング払うと、一羽のすずめがおまけでもらえて、二シリングで五羽買えたのです。しかし、この犠牲により、律法にしたがって――キリストは律法を成就するために来られました――ついにこの日が到来しました。その日、生計を賄っていた長男であるキリストと、その兄弟の中の少なくとも一人が、家を離れて、気兼ねなく王国の働きに打ち込むことができたのです。これはたとえです。


  最後に、系統的にささげることの重要性と意義を忘れないようにしましょう。時々、場当たり的にささげるのでは、「あの人は気前がいい」と勘違いされるおそれがあります。自分の資産を注意深く系統的に切り分けて分配し、帳簿を明確かつ厳格につけておくなら、実際、私たちはもっとささげられるようになりますし、もっと先に進めることがわかるでしょう。次に、神が私たちのささげ物を受け入れてくださるのは、私たちの生活が聖別されている時だけです。ささげることも聖別されていなければならないのです。だれかが私たちに対して何か「恨み」を抱いているなら、それを解決しないかぎり、ささげ物は祭壇の上に残ったままでなければなりませんし、残ったままでしょう。神が欲しておられるのは物ではなく、私たち自身です。さらに、私たちが行うことはみな、キリストの十字架に対する私たちの評価がその原動力でなければなりません。真の奉仕の動機と力は、私たちに対する主の愛を正当に評価することによって生じる愛です。かりに「全自然界」が私たちのものだったとしても、「それはあまりにもちっぽけなささげ物にすぎず」、「私たちの命、私たちの魂、私たちのすべて」だけが唯一十分なささげ物である、と本当に言えるでしょうか？


  これまでやや一般的な方法でこの問題について取り扱ってきましたが、これは大部分個人にあてはまります。今、教会財政への適用について考えることにします。


  教会の財政


  大切なのは、教会が自由に使える金額ではありません。これが判断基準ではありません。大切なのは、キリストの十字架の本質的目的をどれだけ理解しているかです。


  財政的に余裕があっても、霊的に破産している教会がたくさんあります。そうした教会では、外の働き人たちに頼らずに、自分たちの務めを効果的に進めることができません。他方、厳しい財政事情により、神から与えられた十字架の働きを遂行できない教会が、さらにたくさんあります。このような状況は両方とも、カルバリの否定や制限であることは明らかです。何かが間違っているからです。


  さて、問題を解決するには、絶対的に堅く据えられている十字架の数々の原則について理解しなければなりません。その諸原則とは、十字架は直接的かつ積極的に、この世やその手段に反対する、ということです。


  ここで、この世に関するキリストや使徒たちの教えを要約する必要はないでしょう。「この世は十字架と神の王国に敵対するものであり、禁止・排斥されている」と言えば十分でしょう。


  カルバリの絶対的勝利を命と奉仕の中に持つには、私たちは十字架と完全に調和しなければなりません。それには、この世に対して「十字架」につけられることが必要であり、私たちにとってこの世は「十字架」につけられたものとなる必要があります。バザーやコンサートで、カルバリの働きのために資金を集めようとすることや、カルバリに人々を引き寄せようとすることは、この世の精神、方法、原則から出ており、それゆえ、カルバリの勝利の道を邪魔します。


  こうしたことを勧める人たちはたいてい、きわめて非霊的でこの世的な精神の持ち主であり、教会の真の霊の働きには少しも役に立たない人々です。


  そうです！カルバリの成果にあずかるには、カルバリの数々の原則に従う必要があるのです。「肉」や「世」はカルバリの原則に反します。


  信者も、教会も、あらゆる方法、手段も、十字架の目的と絶対的に一つとならなければなりません。これを十字架は要求します。前に述べたように、王国のための主の方法と調和しなければならないのです。


  十字架は信者や教会にとって、キリストの死（自己やこの世に対する死、その関心、野心、性質に対する死）を通して、キリストの権威（エクスーシア マタ二八・十八等）によって、キリストに結合されることを意味します。そうである以上、カルバリの働きが一時的な環境や状況によって妨げを受けるようなことがあってはなりません。しかし、注意しましょう。私たちが計画を立てるのではなく、神のご計画が何であるのかを常にわきまえる必要があるのです。思い込みによって、神が良しとされないことを神に要求してしまうことがしばしばあります。人間的水準から離れて霊的水準に移る時、ごくわずかな経費でどれほどのことをなしうるのかは、まさに驚くばかりです。


  （以下の文章は、再編集されて雑誌に掲載された章の中には含まれていませんでした。この箇所は元の本では、この章の結語でした。）


  さらに優った方法


  これまで一定の割合をささげることについて述べてきましたが、次のことを強調しておきたいと思います。すなわち、一定の割合を取っておくことやささげないでいることを、私たちはほのめかしたり、言わんとしたわけではありません。私たちが求めているのは与えることであり、まず最初に主が期待しておられる最低限を与えること、次に系統的にささげる問題の手助けをすることです。神の御言葉によると、「一部は主のものであり、残りは人のもの」ということは決してありません。むしろ、部分は全体を代表するのです。そして、初穂が意味するのは、すべては主のものであり、そのように見なすべきである、ということなのです。聖霊が全き道を行かれる時、聖霊はこの原則を明らかにされます。その結果、何ものも個人の私物として持つことがなくなり、すべてはこの証しの光の中に置かれ、主のものとして勘定されるようになります（使二・四四、四五、四・三四～三七）。これはアナニヤとサッピラの罪の大半に触れるものです。彼らは聖霊に対して偽っただけでなく、代金の一部を取っておいたのです。ペテロは御霊によって事実上こう述べました、「この問題に触れるつもりなら、あなたは完全に従うか、完全に従わないかのどちらかを選ばなければなりません。すべてを自分のものにしておくのは、あなたの自由です。しかし、一部を神にささげ、一部を自分に取っておくことはできません。すべては神のものであると見なすか、さもなければ、神のものは何もないと見なすかのいずれかです。神は妬むほどにすべてを欲しておられるのです」。地上で生活していると数々の義務が私たちに課せられますが、私たちはそれらの義務をクリスチャン生活や神への礼拝に関するものとして受け入れなければなりません。霊的義務とこの世の義務とは、必ずしもきっちりと分かれているわけではありません。正当な方法で私たちに訪れるものはみな、証しのために有用なものと見なさなければなりません。律法的立場を離れて恵みの立場に移る人は、御霊は自由さや気前よさを生み出される御方であることがすぐにわかるでしょう。長期的に見ると、神は何人にも借りをつくったりはなさいません。


  こうして、このようにごく実際的な注意を述べて、主の解放に関するこのメッセージを終えることにします。次のことに疑いの余地はありません。すなわち、他の方法同様この方法によって、生活や教会を統治する御霊の統治の証拠を見ることができるようになるのです。そして、主は解放されて、この世に対する御旨を妨げなく進めることができるのです。これらは証しであり、試金石でもあります。


  「どうか、私たちの内に働く力によって、私たちが求めまた思うところのいっさいを、遥かに超えて豊かに行うことができる御方に、教会により、またキリスト・イエスにより、栄光が世々かぎりなくありますように。」（エペ三・二〇）


  



  第７章 リバイバルか改革か


  これまでの章で述べてきたことや、言わんとしてきたことの光の中で見る時、「今日、リバイバルと改革のうち、どちらがより必要とされているのか？」という疑問が生じます。リバイバルを求める非常に多くの祈りがなされており、リバイバルを求める訴えが押し迫っています。「神の民の上に力強く聖霊が注ぎ出されるなら、困難はすべて克服され、欠点や欠け目は良くなり、間違いも超越することができる云々」と人々は言い、信じています。人々は過去の出来事を引用して、このような推論や結論を引き出します。リバイバルの実際の持続期間に関して、この真理を否定するつもりは全くありません。しかし、「あまりにも皮相的な推論や結論のせいで、神が真に求めておられることを遅らせ、停滞させている」と私たちは強く感じています。いわゆるリバイバルは実際のところ――神の意図、そのまさに本質によると――改革だったのです。霊の命の高波はこれまで必然的に次のような影響を及ぼしてきました、すなわち、教会が誇ってきたものの多くを馬鹿げたものとし、以前は必要不可欠と思われていたものの多くを幼稚なものとし、はびこっていたものを排除して、受容されていた確立済みの体系を概ね覆したのです。垣根は取り払われ、二次的なものは第一位の座から取り除かれました。実に、評価基準全体が変化して、ひっくり返ったのです。これは偉大な「リバイバル」の時にそうだっただけではありません。大きな大会の時のように、千差万別な関係や外観を持つ主の民が純粋に霊的な立場に基づいて集まった時もそうだったのです、


  さて、要点はこうです。神の御霊が、キリスト教組織を特徴付けている多くのものを無視したり、脱却したりされる時、あるいはそれらのものをほとんど無価値なものにされる時、（重要なものや真に神から出ているものに関して、聖霊は決して妥協されません）、それが意味するのは、現在大いに広まっているものを再考すべきことを神は求めておられる、ということではないでしょうか？


  これを述べる方法にはいくつかあります。例えば、キリスト教圏が地上の現世的な生活の中に落ち込めば落ち込むほど、儀式のようなものがますます大きな地位を占めるようになります。儀式、典礼、祭服、祝典、形式、そのような外面的なものは、これまで常に低く貧しい霊的状態の印でしたし、そのようなものをどれくらい重視しているかが、霊的状態の指標でした。他方、深くて強い純粋な霊的状態は常に単純さという特徴を帯びていましたし、そのようなものもなかったのです。歴史はまぎれもなくこの事実を証明しており、御霊の高潮もその顕著な証拠です。教会が霊的力と衝撃力を最も持っていた時代は、教会に関する形式、建築、儀式は全くなく、主ご自身がすべてである時代でした。


  さらにまた、このようなものがたくさん背景にあるにもかかわらず、いっそう豊かな霊の命を求める数々の大会では、そうしたものを後にして、しばしの間、存在しないものと見なすべきことを、人々は十分に理解して受け入れてきました。「このような時やこのような状態がわずか一週間やそこらしか続かず、そのあとで下りて行って、このありとあらゆる地的区別に戻らなければならないとは、なんと惨めなことか！」と言う人もいます。そうです、これこそ私たちが言わんとしてきたことの要点であると言っていいでしょう。一つのことは明らかです。すなわち、そのような時、聖霊はこうした宗教的な諸事を復興したり促したりはされないのです。聖霊は宗教的な諸事の大半を拒否されます。ですから、聖霊の動きのこの効力について理解し、それに気をつけることが必要なのではないでしょうか？聖霊の働きにより、主はこの問題について何らかの調整を行うべきことを要求しておられるのではないでしょうか？


  これを言い換えてみましょう。主は何を復興されるのでしょう？主は何に注意されるのでしょう？イスラエルのリバイバルの例として、ヨシヤとヘゼキヤの時代があります。このリバイバルの出来事により、十字架につけられたキリスト（過越）が完全に目の前に示されました。このリバイバルの影響により、空しい誤った宗教的儀式や偶像は粉砕されました。しかし、このリバイバルは皮相的なものだったのです。その効力は十分深くまでは至らず、人々が昔の水準に戻った時、これらのものがまだ人々の心の中に残っていることが判明しました。この事例に完全には対応していないかもしれませんが、それに実際に類似しているものがいくつかあります。これまで儀式やその類のことについて述べてきましたが、それがすべてではありません。儀式について言えることは、互いに顕著な特徴を帯びている分裂した宗派や「教会」についても言えます。この点に関して私たちは大いに公平かつ公正でありたいと願っています。さしあたって、これに関してさらに述べることにします。


  さしあたっての論点は、神の御霊は数々の真実な霊的運動により、次のことを示す非常に多くの証拠を示しておられるということです。すなわち、神はこれまで記してきたこの既存の組織全体を評価して、それが重要ではないばかりか、妨げであって制限にほかならないことを示しておられるのです。主の民が御霊の高波の中にある時、不幸なことに、ある指導者や講演者が自分の特定の教会に本質的に属している決まり、組織、手順を持ち込んだとしましょう。すると、霊的な人々は何か痛み、身震い、影に近いものを感じ、全員がそれを哀れなこと、過ち、かなり後味の悪いものとして振り返ることになります。そのようなことによって集会の水準が落ち、それを回復するのが容易ではないことがしばしばあります。実を言うと、御霊が悲しんでおられるのです。これについて両面から判断することができます。劣ったものから逃れるには、神の御霊の力強い訪れが必要です。ただこれだけが功を奏します。ほとんどの人はこれに同意します。この主張にしたがってかなり多くのことが述べられてきたのを、私たちは聞いてきました。しかし、困惑せずにはいられないことに、このようなことが何度も繰り返し強調されてきたにもかかわらず、その主張は決して十分な力を持つことがなく、実際には何の調整もなされずに終わるように思われるのです。ですから他方において、神の御霊がご自身の道を進まれる時、御霊は妨げを取り除く働きを何度も繰り返されますが、もし私たちがそうした妨げに真剣に向き合うなら、より高い水準にある恒久的な霊の命、豊かさ、効力に至る道が開かれるのではないでしょうか？


  これは私たちを最初の問いに連れ戻します。リバイバルの本質的要素は改革ではないでしょうか？「天の窓」（マラ三・十）を開くために、主は抜本的な調整を要求しておられるのではないでしょうか？過ぎ去り行くリバイバルの波による神の「訪れ」はあまり必要ではなく――少なくとも――その後長期間にわたって新たな命の水準を可能ならしめる改革こそ必要であることに、私たちは同意できるのではないでしょうか？


  今、新たな改革は必要なのか？


  もし新たな改革が必要だとするなら、その改革の性質はいかなるものでしょう？おそらく、最初の問いに答える最上の方法は、二番目の問いに答えることでしょう。それには、キリスト教の現状について見なければなりません。ここで言う「キリスト教」とは、一般的なキリスト教圏のことではなく、福音的キリスト教のことです。それを特徴付ける三つの主な要素があります。


  
    １． 教理の体系


    ２． 分裂した宗派、分派、宣教団


    ３． 働きの形式
  


  １．教理の体系


  福音的キリスト教の大半は、結晶化された一定の教理体系に還元されてしまいました。その教理とは、キリストの神性、彼の贖いの死、彼の体を伴った復活、彼の昇天と高揚、それから――その時や方法についてはいくつか相違もありますが――彼の個人的再臨、聖霊のパースン、聖書の霊感と絶対的権威などです。


  即座に結論を下して、この先を読まずに、出て行って私たちに関する誤解を広める人がいると困るので、直ちにこう述べることにしましょう。私たちはこのような教会の本質的教理を改革する必要性について述べているわけではありませんし、それを要求しているわけでもありません。これらの教理は正しい真実な基礎であり、支配的なものであって、純粋なまま完全に維持されなければなりません。しかし、こうした教理を擁護して言葉を尽くしたとしても、教会の霊の命と力というこの問題は一向に解決されません。正統性や「健全さ」が霊の命の印だったことは決してありませんでした。事実、「根本主義」は宗教裁判と同じように、冷たく、厳しい、残忍で、苦々しい、死んだものでありえますし、実際にそうだったこともしばしばです。根本主義の武器は完全に肉的なものであることがしばしばありますし、実力行使に訴えることも躊躇しません。これは極端な場合かもしれません。しかし、人々がこうした数々の真理を信奉していて、ここまで極端ではない場合でも、頑なさ、疑い、偏見、排他的精神を生み出す厳格な律法主義そのものに陥っていることがよくあります。多くの分裂がこれに続いてきました――そうした分裂は真理に忠実に従った結果生じたものではなく、ある特定の真理の何らかの面を強調したために生じたものです――重箱の隅をつつくようなことで分裂が生じてきたのです。これを述べる時、教会史の中で人々が真理のために大きな代価を払って戦ってきたこと、そして、これに関して忠実な人々のおかげで状況が救われたことがどれほどたくさんあったのか、私たちは決して忘れているわけではありません。ここでの私たちの論点は別のことです。キリスト教の教理はそれ自体が重要なものになってしまいました。そしてそのせいで、多数の不幸で不潔な無用の要素がキリスト教の中で強固な地位を占めるようになりました。自分の教理を守るかわりに、真に霊的に価値あるものを失うのは、実に簡単です。悪魔は長きにわたってこの真理を破壊して偽りの教理を蒔く働きを行ってきましたが、私たちはこの悪魔の働きをよく知っています。私たちはこの信仰の本質的要素について証しする忠実な証し人に完全に味方します。教理の改革はさしあたって私たちの論点ではありません。論点は、教理の持つ地位や関係の改革です。どうか忍耐して最後までついてきてください。私たちの目的は偉大で決定的なものなのです。たとえキリスト教の教理や信条をすべて明確に述べて、人々がそれに賛同したとしても、それで必ずしも絶対的にキリスト教が確立されることにはなりません。「文字は生かす」よりも、「文字は殺す」がここでは真実です。真理とは別に、真理よりもさらに重要なものがあるのです。この別のさらに重要なものがなければ、真理そのものですらその正当な意義を失ってしまいます。この別のものについては、間もなく述べることにします。


  ２．クリスチャンの間の分裂


  すでに述べたように、福音的キリスト教は宗派、分派、分派的組織の一体系になってしまいました。こうしたものの多くには輝かしい始まりがあったことを、私たちは公平かつ公正に覚えておかなければなりません。宗派について言うと、その多くは誠実な心から始まり、ある特定の教理や数々の教理や表現形式のために、とても大きな代価を払って生まれたものでした。他の多くの機関、運動、宣教団、組織も同じです。真理からの逸脱のせいで、また、責任、義務、キリスト教に委ねられた目的を果たすことに失敗したせいで、このように特別な様々な働きが生じました。その情熱、英雄的精神、犠牲、奉仕には、並々ならぬ歴史があります。その物語で図書館を埋め尽くせるほどです。それを何一つ軽視するつもりはありません。そうすることが目的なのではありません。私たちが述べているのはこういうことです。すなわち、そうしたことの多くは、今では、それ自体が重要なものになってしまい、それ自身で終わってしまうこともしばしばある、ということです。多くの人はこれに束縛されています。ここでもまた、これがあらゆる不幸な要素、競争心、嫉妬、競争、疑い等が生じるきっかけとなっています。こうした多くの事柄の結果、組織的キリスト教はキリスト教の敵となり、神の御霊の真の働きに対する敵となっています。


  ３．働きの形式


  教会生活の中に生じる危険は、ごく初期の内に見分けることができます。この危険性は―― 一方において――クリスチャンの関心の一つの面や方向を優先するというものです。ですから当然、他方において、優先されなかった方には疑いや消極的姿勢が向けられることになります。例えば、最初教会の中には強力なユダヤ的圧力や傾向性があったため――少なくとも――ユダヤ人への福音の宣べ伝えが最優先されました。しかし、異邦人への宣べ伝えが大いに重視されるようになると、それに対する消極的姿勢や疑いが使徒たちの間ですら酷くなりました。幸いなことに、当時は聖霊が重要な地位を占めておられ、聖霊はご自身の道を行くことができたので、この危険な局面を切り抜けて合一を保つことができました。しかし、このような傾向は常に存在し続け、霊の命が低下・減少するにつれて、この危険性は現実化して確立されてきました。救われていない人に対する福音伝道も、それ自体が目的となってしまい、それだけで終わることもしばしばです。福音伝道以上のビジョンが何もないことがしばしばあります。福音伝道の働きを最優先してそれに専念しないクリスチャンがいると、彼らはしばしば疑いや消極的な目で見られ、さらに悪い目に遭うこともあります。福音伝道者には魂の救い以上の目的や関心がないこともしばしばあります。他方、信者の霊の命や聖徒たちを建て上げることに気を遣うと、それによっていとも容易に、福音伝道は日陰にやられて、「魂に対する情熱」も失われてしまいます。クリスチャン団体の特別な特定の働きにはきりがありません。ですから、「教師たち」や「霊の命を深める」諸々の務めは福音伝道には消極的かもしれません。その結果、両方の道に大きな損失が残ってしまい、教会はもっと強くなることができ、そうなるべきだったのに、バランスの崩れた弱いものにされてしまいます。こうした問題については示唆することしかできませんが、よくよく考えるなら、これがそうであること、そして、それはどこかが間違っているためであることを、正直に認めざるをえないでしょう。


  こうして、私たちは二番目の問いに取りかかることができます。そして、間違った物事という泥流から抜け出して、神の真実で完全な御思いという清らかな水の中に移ることができます。


  必要とされている改革の性質とはいかなるものか？


  一つの文章で述べると、それは神の御旨、目的、方法という新しい支配的概念と完全に関係しています。「それは何か？」と問われるなら、「人である！」と答えます。


  人！


  イスラエルの歴史を見ると、この考えにほぼ完全に合致する一コマがあります。この歴史の一コマには次のような二つの表題を付けられるでしょう。


  「他のすべての国々と同じように、私たちに王を与えてください」
 と
 「神は一人の人を見いだされた」
 （一サム八・五、十三・十四）
 です。


  この二番目の表題のより詳しいものは使徒の働き十三章二二節にあります、「わたしはダビデを見いだした。（中略）この人はわたしの心に適う者で、わたしの意志をことごとく行うであろう」。この二つの対照的選択の内に潜む最も深い性質について、こう述べることができるでしょう。サウルは人が選んだ者でした。つまり、霊的衰退の時に、神の民が選んだ者でした。王が欲しいという考え自体は間違っていませんでした。なぜなら、神ご自身が王を備えられたからです（申十七・十四～十五）。間違っていたのは、神との親密な歩みを失った結果生じた「他のすべての国々と同じように」という原則でした。「国々と同じように」という言葉は、その組織や働きの多くの事柄を意味するものかもしれませんが、それはまさに、この世が事を行うのと同じ方法で神の事柄を行うことを意味します。これは神の教会の領域の中でこの世の真似をすることです。王は人の要求すべてに応えなければなりません。これが一体何を意味するのかはまさに、広く行き渡って今日キリスト教の中にはびこるようになった体制を見ればわかります。サウルには称賛すべき点も多々あり、神は主権をもって同行して、正しいことについてはできるだけ祝福して協力されました。しかし、主はすべてをご存じであり、常に大きな条件付きで、将来の霊的災厄を予見しておられました。「人はうわべを見るが、神は心を見る」。これがこの歴史的危機に関係している御言葉です。そして、この御言葉はキリスト教のかなりの部分を支配している基準を見事に要約したものでもあります。「人はうわべを見る」。見ばえや魅力、印象や重厚さ、支援を得る魅力や保証、成功して影響を及ぼす見込み。このような方向を目指す、広告、商業主義、競争、虚栄、誇示、その他多くのことがあり、クリスチャンの働きでもこうしたことが当たり前になっています。見るのも悲しいことですが、教会の霊の命が低調になる時、教会はどれほど多くのものを持たずにはいられないことでしょう。他方、とても喜ばしいことに、霊の命が高まる時、どれほど必要なものが少なくなり、多くのものが不用になることでしょう。


  しかし、消極面から積極面に移ることにしましょう。「神は一人の人を見いだされた」。この御言葉はエッサイの子であるダビデの遥か彼方まで及びます。神はダビデのうちに何をご覧になったので、ダビデは神の御心に適っていたのか、そのすべてについて考察するには紙面が足りません。私たちに言えるのは、神はこの若者の隠れた生活をご覧になっていたこと、そしてその動機や価値観を完全に考慮しておられたということだけです。


  「神の御心に適う者」――この言葉の豊かな意味に移ることにします。聖書の全き啓示は、永遠の時の前の神の御旨に、私たちを直ちに連れ戻します。ここで私たちは神の決意を見ることを許されます。その神の決意とは、この宇宙は究極的には一人の人を中心とするものになり、この一人の人によって治められなければならない、ということです。しかし、これはたんなる役職上のことであってはならず、独断的な選出、選択、指名によるものであってはなりません。この決定は、性格、種類、性質によって支配されなければなりませんでした。その人はある種類の人です。その人は神の特徴をすべて体現し、表現して、ただこの基準によって万物の価値を決定します。この人は自分の性質に基づいて、最終的に「万物」を自分の中に集約します。この人はまた同様にして「万物を満た」します。このようにして、機関、組織、運動、計画によらずに、神は御旨を達成されます。それはある有機体によってです。神の御旨の次の段階は、「われわれの形に、われわれの姿に似せて人を造ろう」でした。これは原則として上述したことに対応しています。こうしてアダムが造られましたが、アダムは「来るべき方の予型」（ロマ五・十四）でした。次に、直ちに歴史が始まりましたが、その歴史はこの「ひとりの御方」へと至る道から逸れてしまいました。それでも依然として、神と共に歩んだ人々の一本の長い路線がありました。この人々はめいめいがこの御方の何らかの特徴を体現し、表現していました。最終的に、それらの特徴はこの御方によって完全にまとまって現されることになります。


  ついに、この御方が到来されました。神はこの御方について「この者をわたしは喜ぶ」と言うことができました。この御方は性質的にも度量的にも神の御心に適う者であり、そのような人はただこの御方だけであって他にはいませんでした。この御方は天や地獄が課しうるあらゆる試練や試みにさらされ、他のだれも受けたことがないほど神を信じる信仰の試練を受けました。他方、この御方は「私たちのために罪とされ」、「私たちのために呪いとされ」ました。この御方は「短い間」――それは永遠のように思われたにちがいありません――神から見捨てられなければなりませんでしたが、勝利を収めて、「父よ！」という叫びと共に死なれました。「父よ、わたしの霊を御手に委ねます」。ああ、驚くべき信仰の勝利！「神は自分から遠く離れていて、自分なんかには何の興味も持っておられない」とあなたは少しばかり感じたことはあるでしょうか？神の臨在の感覚が雲によって遮られてしまう経験をしたことがあるでしょうか？これが神の愛と信実さを信じる信仰にとってどれほど重大な試みなのか、ご存じではないでしょうか？このような時、あの悪しき者はすぐさまあなたに対して神を訴え、神を中傷し、あなたの信仰を破壊する目論見をもって、その経験に対するありとあらゆる解釈を吹聴するのではないでしょうか？この試みを一万倍強めて、信仰を破壊する手立てが尽きるほどにしてみなさい。というのは、この場合、これまでに課せられた試練よりも多くの試練がこの御方に課せられたからです。そうするなら、キリストがどんな試練をくぐられたのか、そしてキリストの勝利がいかに偉大なものだったのか、あなたはわかるようになります。


  「それゆえに神は彼を高く上げられました」。この「人」は神の右に上げられて、代表「人」とされました。神はご自身の「人」、御業の目的を獲得されました。人の運命は――善きにせよ、悪しきにせよ――この御方と関係しています。この御方は「最初であり最後であり」、「神に造られたものの初め」です。教会にとって最も必要なことの一つは、神の宇宙におけるキリストの意義に関する新鮮な力強い理解を回復すること、あるいはそれを得ることです。すべてはこの御方に対する私たちの理解にかかっています。


  どうか注意してください。前に述べたことから、私たちはキリストの神性を脇にやっていると思う人はだれもいないでしょう。これから述べようとしていることについても、教会はキリストの神性にあずかるようになると私たちが言っているとは思わないでください。


  しかし、こう述べただけでは、すべてを述べたことにはなりません。聖書のさらに豊かな進んだ啓示が示しているように、この同じ永遠の神の御旨によると、この人の豊かさや完全さは団体的な形で実現されなければなりません。それは最終的に、神の宇宙が「一人の新しい人」を中心としたものになるためです。この新しい人は普遍的なものであり、無数の人々から成りますが、それでも一人の個人です。それはこの御方が皆の内に住んでおられ、この御方はひとりであって分けられないからです。「キリストのからだ」と呼ばれているこの団体的実体は「御子のかたちに同形化されるよう定められています。それは御子が多くの兄弟たちの間で長子となるためです」（ロマ八・二九）。これは神の目的を示しており、神の方法を示しています。神の目的は機関、宗教、教義、友愛会、組織、教理体系、一組の働きや活動ではありません。神の目的は一人の霊の人であり、一人の有機的な霊的からだなのです。


  さて、これまで述べてきたことや言わんとしてきたことをすべて一つにまとめると、どうなるでしょう？こうなります。すなわち、もし個人的意義を持つキリストや団体的に表現されたキリストが、教会の目と心の前に圧倒的な力で示されて、教会を支配するようになるなら、一方において、現在教会を制限し、妨げ、遅らせ、弱め、敗北させている無数のものは落ちて行き、もはや支配的地位につくことはなくなります。また他方において、「ペンテコステ」の効力――ペンテコステの出来事は起きなかったとしても――が及ぶようになります。つまり、命、力、勝利、豊かさ、真の実り豊かさを伴う大いなる喜びがあるようになります。私たちが必要としているのは――繰り返し言いますが――束の間の「ペンテコステ」の出来事ではなく、その永続的な力です。リバイバルだけでなく改革が必要なのです。


  そうです、敵はまたもや大忙しでしょう。そして、中傷、誤解、悪意、歪曲、「悪評」などの手段を尽くして、敵はこの証しを滅ぼそうとするでしょう。しかし、「ハデスの門」が打ち勝つことはありません。どんな時、どんな場所でも、主はご自身とその御旨や手段を新たに啓示することにより、ご自身のために人々を確保してこられました。その人々はただキリストのみに基づいて豊かさの中で出て行く人々であり、常に大きな痛ましい代価に直面しなければなりませんでした。大抵の場合、彼らに代価を強要したのは、キリストにある彼ら自身の兄弟たちでした。「新たな分派を造ろうとしている」、「自分たち自身の名を上げようとしている」、「神の民を分裂させようとしている」、「極端に走ってしまった」、「自分たちだけが正しいと思っている」等といった偽りの訴えがなされてきました。彼らはこうした非難を受け、「追い出され」ました。実は――多くの場合――霊的豊かさの立場がどのようなものか皆が知っているのですが、彼らはその立場に立っただけなのです。その立場の上では、「教会のつながり」や教会の体制といった問題は決して生じません。この立場の上では、何かを加えることや、特別な教えや実行の採用が話題にのぼることは決してなく、「キリストがすべてであって、すべての中におられるのです」。唯一の関心事は、キリストが継続的増し加わりのための立場と道を得なければならないということです。


  真に大きな価値があるものは何であれ、機構、宣伝、組織化された働きという枠組みが無くても、前進し続けることができます。組織化されたキリスト教にとって、これを信じるのはなんと困難でしょう！自然や恵みの世界では、神の最も力強く、最も実り豊かな働きは、ひっそりと、静かに、控えめになされます。しかも――多くの場合――だれも知らないうちになされます。これについて立ち止まって考えた方がいいのではないでしょうか？春が来るたびに訪れる自然界の復活についてはどうでしょうか？神の至高の働きを支配している法則は、生物学的な命の法則です。それは有機的な法則なのです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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